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書
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中
国
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つ
頃
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で
、ど
の
程
度
の
成
長
が
可
能
か
？
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業
の
成
長
と
外
部
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携

中
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業
か
ら
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た
事
例

Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
の
行
方
と
25
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減
の
影
響

地
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代
の
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治
体
財
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の
あ
り
方

公
的
セ
ク
タ
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資
金
生
産
性
の
向
上

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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元
橋
一
之

　
　

相
澤
益
男

　
　

山
本
勝
弘

第
88
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
０
１
２
年
２
月
29
日
開
催
）

　

基
調
講
演　
　
　

　
　

日
本
経
済
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

報
告　

１ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
　
　
　

２ 

事
例
報
告

　
　
　
　

　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授

総
合
科
学
技
術
会
議
議
員
／

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
諮
問
委
員

山
本
製
作
所
社
長

72545
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【
モ
デ
レ
ー
タ
】

　
　
　
【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

元
橋
一
之

大
成
プ
ラ
ス
会
長　

Ｈ
Ｍ
Ｅ
社
長　

ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ
代
表　

タ
ニ
タ
社
長

成
富
正
徳

服
部
一
彌

青
木
清
志

谷
田
千
里

中
野
剛
治

　
　
　
　

　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
委
員
／

東
洋
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
専
任
講
師

64
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ご
あ
い
さ
つ

　　

日
本
経
済
は
20
年
間
に
わ
た
り
、低
成
長
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
政
治
の
停
滞
、新
興
国
の
台
頭
、

東
日
本
大
震
災
、
電
力
問
題
、
円
高
な
ど
、
次
々
と
厳
し
い
環
境
に
見
舞
わ
れ
、
い
ま
も
ま
た
欧

州
ソ
ブ
リ
ン
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
経
済
減
速
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

当
研
究
所
で
は
こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る
ト
リ
ガ
ー
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
外
部
連
携
に
注
目
し
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
五
月
に
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
の

元
橋
一
之
教
授
に
研
究
主
幹
を
お
願
い
し
て
「
研
究
開
発
に
お
け
る
外
部
連
携
強
化
に
向
け
て
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
日
本
経
済
の
成
長
と
外
部
連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
高
い
技
術
力
と
機
動
性
を
有
し
、
外
部
連
携
の
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
中
堅
企
業
に
焦
点

を
当
て
、
経
営
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
懇
談
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
て
実
態
把
握
に
努
め
、
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三
月
に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
概
要
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
中
堅
企
業
の
経
営

者
の
方
々
を
お
招
き
し
て
、
外
部
連
携
の
実
態
と
今
後
の
可
能
性
や
課
題
に
つ
い
て
ご
議
論
い
た

だ
く
こ
と
と
し
た
次
第
で
す
。
初
め
に
相
澤
益
男
先
生
か
ら
「
日
本
経
済
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
あ
と
、
元
橋
研
究
主
幹
か
ら
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
の
検

討
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
山
本
製
作
所
の
山
本
勝
弘
社
長
か
ら
外
部
連
携
の
実

例
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
成
富
正
徳 

大
成
プ
ラ
ス
会
長
、
服
部
一
彌 

Ｈ
Ｍ
Ｅ
社
長
、

青
木
清
志 

ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ
代
表
、
谷
田
千
里 

タ
ニ
タ
社
長
、
さ
ら
に
当
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
東
洋
大
学
経
営
学
部
中
野
剛
治
専
任
講
師
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活
発
な
議
論
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
と
も
に
、
低
迷
す
る
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日
本
経
済
を
打
開
す
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

二
〇
一
二
年
二
月
二
十
九
日

21
世
紀
政
策
研
究
所
理
事
長　

森
田
富
治
郎



　
　

基
調
講
演

         

相
澤
益
男

総
合
科
学
技
術
会
議
議
員
／

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
諮
問
委
員

日
本
経
済
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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世
界
の
活
力
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
る

　

本
日
は
日
本
の
経
済
と
い
う
よ
り
も
、
世
界
の
動
向
が
ど
う
か
、
さ
ら
に
国
と
し
て
オ
ー
プ
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
か
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　

い
ま
、
世
界
の
活
力
の
所
在
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
世
界
が
劇
的
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
わ
け
で
す
。
成
長
セ
ン
タ
ー
が
西
か
ら
東
に
移
っ
て
く
る
。
新
興
国
が
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
非
常
に
速
く
成
長
し
、
経
済
大
国
に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
牽
引
力
の
核
が
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
い
う
構
図
で
す
。

　

そ
れ
に
つ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
危
機
、
課
題
が
次
々
と
起
こ
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
済
大
国
は
い
ず

れ
も
停
滞
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
非
常
に
複
雑
な
様
相
を
呈
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
が
世

界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
躍
進
し
て
い
く
。

　

も
う
少
し
先
を
見
て
み
る
と
、
２
０
２
５
年
に
は
世
界
の
人
口
は
、
い
ま
の
70
億
人
か
ら
80
億

人
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
３
分
の
２
が
ア
ジ
ア
に
住
む
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
ま
す
と
、
人
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図
表

1 イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
指

標（
G

II）か
ら

見
た

世
界

の
活

力

（
注

）
数

字
は

順
位

（
出

所
）

The G
lobal Innovation Index 2011（
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D
）

W
orld D

evelopm
ent Indicators（

W
orld B

ank, 2011）

 
 

ス
イ

ス
ド

イ
ツ

韓
　

国

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

フ
ィン

ラ
ンド

デ
ン

マ
ー

ク

香
　

港

カ
ナ

ダ

ア
メ

リ
カ

オ
ラ

ン
ダ

イ
ギ

リ
ス

 

20

G
II

2
0
1
1

12345678910

G
II

2
0
0
9

73512138111104

G
D

P
2
0
1
0

333241365350114 7

1
人

当
た

り
G

D
P

2
0
1
0

1723513342911222137

先
進

・
新

興
大

国
を

し
の

ぐ
躍

進
目

覚
ま

し
い

ニ
ュ

ー
パ

ワ
ー

 ！
G

II 
2
0
1
1

G
II

 
2
0
0
9

G
D

P
2
0
1
0

ア
イ

ス
ラ

ンド

ア
イ

ル
ラ

ンド

オ
ー

スト
リ

ア

ニュージーランド

ル
ク

センブ
ル

グ

イ
ス

ラ
エ

ル

ノ
ル

ウ
ェ

ー

11
20

137

12
2

5

13
21

55

14
23

51

15
27

58

16
6

13

17
17

88

18
14

42

19
15

35

1
人

当
た

り
G

D
P

2
0
1
0

2533274550443719

日
　

本
20

9
3

38



10

口
増
だ
け
で
も
資
源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
、
そ
の

他
が
極
め
て
過
酷
な
状
況
に
な
り
、
地
球
の
リ
ミ
ッ

ト
を
超
え
て
し
ま
う
。
そ
の
う
え
、
現
在
、
先
進
国

の
10
億
の
人
口
が
豊
か
な
生
活
を
享
受
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
水
準
の
生
活
を
送
る
人
が
さ
ら
に
10
億
人

増
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

考
え
る
と
、
成
長
へ
成
長
へ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
危
機
的
状
況
、
非
常
に
難
し
い
課
題
が

わ
れ
わ
れ
の
前
面
に
出
て
ま
い
り
ま
す
。

　

図
表
１
（
９
ペ
ー
ジ
）
は
、
２
０
１
１
年
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
指
標
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
が
出
し
て
い
る
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。
日
本

相澤研究諮問委員
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は
や
っ
と
20
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
済
大
国
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
い
ず
れ
も

上
位
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ク
の
国
は
い
ず
れ
も
小
さ
い
国
で
す
。
こ
の
状
況
を
よ

く
ご
覧
く
だ
さ
い
。
世
界
の
活
力
と
な
る
と
こ
ろ
は
大
き
な
国
で
は
な
く
、
意
外
と
い
ろ
い
ろ
な

国
が
こ
う
い
う
形
で
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
な
か
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
前
か
ら
世
界
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
の
ち
ほ
ど
、
イ
ス
ラ

エ
ル
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

図
表
２
（
12
ペ
ー
ジ
）
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る
科
学
技
術
研
究
の
状
況
で
す
。
こ
こ

に
も
大
き
な
異
変
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
左
の
数
字
は
論
文
の
数
で
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
、
ず

っ
と
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
２
位
を
占
め
て
き
ま
し
た
が
、
５
位
に
落
ち
て
い
ま
す
。
中
国
の
科
学

技
術
研
究
者
の
数
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
、
論
文
数
で
中
国
を
追
い
抜
く
こ
と

は
ま
ず
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

問
題
は
そ
の
次
の
ト
ッ
プ
10
％
の
論
文
数
で
す
。
ト
ッ
プ
10
％
論
文
と
い
う
の
は
、
論
文
の
被
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図
表

2 科
学

技
術

研
究

の
国

際
比

較
か

ら
見

た
世

界
の

活
力

（
出

所
）「

科
学

研
究

の
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
2011」

科
学

技
術

政
策

研
究

所
（

2011年
12月

）

～
2008－

2010
年

の
学

術
論

文
指

標（
平

均
）

～

●
中

国
の

躍
進！　

世
界

の
活

力
と

の
協

調
と

競
争

の
環

境
が

激
変！

●
日

本
は「

全
論

文
数

」「
Top10%

論
文

数
」で

伸
び

悩
み

。 研
究

の
国

際
化

に
伴

う
国

際
共

著
論

文
の

急
増

に
も

十
分

対
応

し
て

い
な

い

 
 

米
　

国
27.5

42.3
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中
　

国
11.1

9.2
22.8

英
　

国
7.6

12.0
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ド
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7.4

11.0
49.4

日
　

本
6.6

5.9
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文

数
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ェ
ア

(%
)

国
際

共
著

率
(%

)
Top10%

論
文

数
シ

ェ
ア

(%
)
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引
用
回
数
が
各
分
野
で
上
位
10
％
に
入
っ
て
い
る
論
文
で
す
。
つ
ま
り
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
質

的
に
も
非
常
に
高
い
論
文
の
シ
ェ
ア
は
、
依
然
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
高
い
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
示

し
て
い
ま
す
。
日
本
も
あ
る
程
度
は
伸
び
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
も
中
国
に
抜
か
れ
、
さ
ら
に

は
英
国
と
ド
イ
ツ
に
も
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
状
況
で
す
。

　

も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
最
近
、
論
文
を
国
際
的
な
連
携
で
書
く
こ
と
が
圧
倒
的
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
国
際
共
著
の
シ
ェ
ア
で
見
て
い
く
と
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
な
の
で
す
。
こ
ん

な
状
況
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
、
い
ま
世
界
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
一
目
瞭
然
に
ご
理
解
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

図
表
１
（
９
ペ
ー
ジ
）
を
見
ま
す
と
、
上
位
20
位
の
ほ
と
ん
ど
は
、
小
さ
な
国
で
す
。
そ
の
な

か
で
イ
ス
ラ
エ
ル
は
特
に
小
さ
く
、
課
題
も
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ

成
長
の
エ
ン
ジ
ン
」
と
い
う
こ
と
を
国
家
戦
略
に
し
て
、「S

tart-up N
ation!

」
を
掲
げ
、
産
学

官
が
連
携
し
て
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
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こ
こ
で
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
小
さ
な
国
は
、
砂
漠
地
帯

で
水
も
な
く
、
資
源
も
な
い
過
酷
な
条
件
に
加
え
て
、
軍
事
上
、
政
治
上
、
と
に
か
く
課
題
だ
ら

け
で
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
課
題
を
克
服
し
て
戦
略
的
な
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
産
業
界
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
大
企
業
か
中
小
か
を
問
わ
ず
で
す
。

　

ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
支
援
す
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
投
資

が
ほ
ぼ
１
０
０
％
海
外
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
自
国
に
投
資
を
引
き

込
ん
で
い
ま
す
。
こ
ん
な
形
で
、
先
ほ
ど
の
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
指
標
で
上
位
に
上
が
っ
て

き
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
他
の
小
さ
な
国
も
、
い
ろ
い
ろ
と
自
分
の
国
に
降
り
か
か
っ
て
い
る

制
約
、
課
題
を
転
換
し
て
成
長
に
向
け
て
い
ま
す
。
日
本
の
状
況
に
つ
い
て
あ
あ
だ
こ
う
だ
申
し

あ
げ
ま
せ
ん
が
、
日
本
も
こ
こ
を
ぜ
ひ
理
解
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
興
国
の
劇
的
な
経
済
成
長
は
確
か
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
成
長
は
明
ら
か
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
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ン
が
牽
引
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
中
国
は
、
科
学
技
術
研
究
に
お
い
て
も
目
覚
ま
し
い
躍
進
を
遂

げ
、
今
後
も
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
と
し
て
躍
進
し
続
け
る
状
況
で
す
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
パ

ワ
ー
で
あ
る
図
表
１
の
20
位
ま
で
に
入
っ
た
小
さ
な
国
々
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
む
し
ろ
大
国

を
し
の
い
で
い
ま
す
。
世
界
は
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
こ
と
を
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
ぜ

ひ
念
頭
に
置
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
日
本
企
業
の
国
外
「
転
出
」
が
話
題
に
な
り
ま
す
が
、
経
済
全
体
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
見

な
け
れ
ば
、
日
本
に
と
ど
ま
ろ
う
が
、
外
に
行
こ
う
が
勝
て
な
い
。
世
界
で
は
、
ど
ん
な
小
さ
な

国
で
も
そ
う
い
う
危
機
に
直
面
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
進
化
し
て
い
る

　

世
界
の
活
力
に
は
、
二
つ
の
流
れ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
大
国
の
成
長
、
も
う
一
つ
は
、
小
さ

な
国
で
あ
り
な
が
ら
活
力
の
度
合
い
が
他
に
比
べ
て
一
段
と
高
い
と
い
う
流
れ
で
す
。
し
か
も
そ
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れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
分
布
し
、
一
極
集
中
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
元
気
の
あ
る
と
こ
ろ
と
協
調

し
て
自
ら
の
力
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
し
く
わ
れ
わ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
と
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
方
向
性
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ひ
と
口
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
と

変
化
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
い
ま
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
の
は
決
し
て

大
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
国
、
制
約
の
厳
し
い
国
、
ど
こ
で
も
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
起
こ
る
、
起
こ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
の
大
き
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
企
業
の

サ
イ
ズ
で
も
限
定
的
に
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
先
端
技
術
に
限
り
ま
せ
ん
。
日

本
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
今
日
の
よ
う
に
課
題
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
知
を
集
積
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
、
要
は
新
し
い

社
会
的
価
値
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
か
に
価
値
創
造
す
る
か
。
そ
こ
に
は
分
野
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の
バ
リ
ア
も
な
け
れ
ば
、
国
の
バ
リ
ア
も
な
い
と
い
う
考
え
方
で
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

本
当
に
い
ま
ま
で
な
か
っ
た
も
の
が
新
た
に
展
開
で
き
る
。

　

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ロ
セ
ス
の
オ
ー
プ
ン
化
と
い
う
部
分
も
大
き
く
進
展
し
、

何
よ
り
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
い
ま
ま
で
は
垂
直
統
合
型
モ
デ
ル
と
い
う
形
で
し
た
が
、
い
ま
は

モ
ジ
ュ
ー
ル
型
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
一
つ
の
流
れ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
む
し
ろ
あ

ま
り
パ
タ
ー
ン
的
に
区
別
し
な
い
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
な
か

で
い
ろ
い
ろ
と
選
択
さ
れ
て
、
構
築
さ
れ
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
と
ク
ロ
ー
ズ
の
場
合
も
同
じ
で
、
当
然
、
戦
略
が
あ
る
は
ず
で
す
。
た
だ
オ
ー
プ
ン

だ
け
だ
と
、
や
る
こ
と
に
あ
ま
り
に
も
戦
略
性
が
な
く
、
勝
ち
抜
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。
グ
ロ
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ー
バ
ル
時
代
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
自
体
が
こ

う
い
う
形
で
進
化
し
て
い
る
―
―
こ
の
状
況
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

日
本
の
新
た
な
挑
戦

　

そ
こ
で
、
成
長
を
阻
ん
で
い
る
課
題
を
見
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、
世
界
の
人
口
増
加
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
①
食
料
、
水
の
安
定
確
保
、
②
新
興
感
染
症
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等

の
広
義
の
安
全
保
障
、
③
地
球
環
境
、
大
規
模
自
然
災
害
、
④
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
安
定
確
保
、

原
子
力
利
用
の
安
全
性
等
々
、
次
々
と
現
れ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る

課
題
も
あ
れ
ば
、
か
な
り
ロ
ー
カ
ル
な
課
題
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
判
然
と
区
別
で

き
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で
相
互
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、

こ
う
い
う
課
題
に
加
え
て
、
大
震
災
か
ら
の
復
興
、
再
生
を
遂
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
か

ら
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
人
口
減
少
の
状
況
も
あ
り
ま
す
。
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そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
大
き
く
転
換
し
て
成
長
の
方
向
に
向
け
ら
れ
な
い
か
。
し
か
も
、
持
続
可

能
な
成
長
の
方
向
に
で
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
な
か
に
、
地
球
の
リ
ミ
ッ
ト
と
か
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
知
恵
が
総
動
員
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
課
題
を
解
決
し
て
い
く
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
先
ほ
ど
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
小
さ
な
国
が
、
制
約
や
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
転
換
し
、
自
ら
の
活
力
と
し
て
成
長
の
道
を
見
い
だ
し
て
き
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
日
本
も
危
機
・
課
題
を
転
換
し
て
、
新
し
い
社
会
的
価
値
を
つ
く
り
出
す
。
そ
れ
が
、

社
会
が
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心
に
し
て
、
そ
こ
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
起
こ
れ
ば
成
長
が
起
こ
る
と
い
う
構
図
は
、
も
う
そ
う
簡
単
に
は
描
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
く
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
だ
、
オ
ー
プ
ン
だ
と
言
っ
て
も
、
そ
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
を
十
分
に
考
え
な
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け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
グ
ロ
ー
バ
ル
と
言
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
律
だ
と
い
う
考
え
方

は
成
り
立
た
な
い
の
で
す
。

　

よ
く
グ
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
表
現
が
と
ら
れ
ま
す
が
、
目
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
、
実
際
の
ア
ク
シ
ョ

ン
は
ロ
ー
カ
ル
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
実
際
に
社
会
に
イ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
す
る
と
き
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
あ
り
国
で
あ

っ
て
、
固
有
な
多
様
性
を
十
分
に
重
視
し
た
落
と
し
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
し
な
い
と
、
結
局

は
展
開
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
う
え
で
、
分
野
と
か
組
織
を
超
え
た
多

様
な
連
携
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
多
様
な
連
携
に
よ
っ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
い
う
認
識
の
も
と
に
、
日
本
は
ど
う
す
る
か
。
世
界
の
活
力
と
協
調
し
て
競
争
力
を
強
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
孤
立
し
て
い
て
は
だ
め
な
の
で
す
。

　

世
界
の
活
力
と
協
調
し
た
競
争
力
の
強
化
に
は
、
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
重
要
課
題
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に
挑
ん
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
流
れ
、
も
う
一
つ
は
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
科
学
技

術
力
の
強
化
と
人
材
で
す
。

　

人
材
は
育
成
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
材
は
世
界
に
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
国
内
で
人
材
が
不

十
分
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
に
目
を
向
け
、
世
界
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
す
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
結
局
、
国
内
の
内
向
き
志
向
の
人
材
に
対
し
て
も
大
き
な
刺
激
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
観
点
で
、
産
官
学
一
体
感
の
も
と
に
全
体
構
想
を
進
め
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

　

第
４
期
科
学
技
術
基
本
計
画
で
は
、
重
点
政
策
を
三
つ
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
科
学
技
術
政

策
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
一
体
的
に
進
め
る
。
そ
れ
か
ら
重
要
課
題
の
解
決
に
向
か
う
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
成
長
と
社
会
の
発
展
を
実
現
す
る
と
い
う
大
き
な
目
標
を
立
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
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詳
細
に
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、
基
本
計
画
で
は
三

つ
の
重
要
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す

（
図
表
３
参
照
）。
一
つ
は
大
震
災
か
ら
の
復
興
、

再
生
を
達
成
す
る
た
め
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ

の
と
こ
ろ
に
何
が
課
題
で
あ
る
か
、
ど
う
乗
り
越

え
る
か
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
と
こ
ろ
に
、
世
界
へ
の
展
開
が
開
け
て
く
る

と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

最
後
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
ス
テ
ム
改
革
を
し

図表 3 科学技術イノベーションで重要課題に挑む

（出所）「第４期科学技術基本計画」

1）被災地の産業の復興、再生
2）社会インフラの復旧、再生
3）被災地における安全な生活の実現

1）再生可能エネルギーの飛躍的拡大
2）分散エネルギーシステムの拡充
3）エネルギー利用の革新
4）社会インフラのグリーン化

1）革新的な予防法の開発
2）新しい早期診断法の開発
3）安全で有効性の高い治療の実現
4）高齢者、身障者、患者の生活の質の向上

震災からの復興、再生

グリーンイノベーション

気候変動、低炭素化
エネルギー安定

ライフイノベーション

高齢社会、健康
医療、介護
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な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
総
合
科
学
技
術
会
議
の
も
と
に
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
協
議

会
を
つ
く
り
、
産
官
学
、
そ
し
て
も
っ
と
広
い
意
味
で
の
民
間
の
方
々
と
戦
略
を
策
定
し
て
い
き

ま
す
。
基
本
構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

産
官
学
の
「
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
連
携
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
国

内
だ
け
で
な
く
、
世
界
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
度
は
直
接
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

と
い
う
意
味
で
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
よ
う
な
協
働
の
「
場
」
を
構
築
し
ま
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
出
口
に
近
い
ほ
う
の
シ
ス
テ
ム
改
革
で
は
、
例
え
ば
中
小
企
業
技
術
革
新

支
援
制
度
は
ア
メ
リ
カ
で
も
進
み
、
日
本
で
も
あ
る
程
度
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
も
っ
と
強
力
に

進
め
る
。
そ
れ
か
ら
総
合
特
区
が
い
ま
動
い
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
と
こ
ろ
で
、
縛
り
に
な
っ
て

い
る
規
制
の
改
革
を
進
め
る
。
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
さ
ら
に
進
め
る
。
そ

し
て
今
回
の
被
災
地
区
に
つ
い
て
は
、
特
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
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最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
知
的
財
産
戦
略
を
国
際
標
準
化
戦
略
と
一
緒
に
し
て
全
体
的

に
進
め
る
こ
と
で
、
研
究
開
発
戦
略
と
事
業
化
戦
略
を
一
体
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
実
際
に
は
大
変
重
要
で
、
こ
れ
か
ら
知
的
財
産
戦
略
本
部
を
中
心
に
し
て
進
め
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

世
界
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
の
な
か
で
、
や
や
も
す
れ
ば
経
済
大
国
だ
け
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

そ
う
で
は
な
く
、
本
当
に
元
気
な
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
も
の
は
、
国
レ
ベ
ル
で
も
小
さ
な
と

こ
ろ
や
、
メ
ガ
シ
テ
ィ
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
る
こ
と
に
ぜ
ひ
注
目
し
て
い
た
だ
き
、

日
本
の
こ
れ
か
ら
の
国
際
的
展
開
を
視
野
に
入
れ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を
お
考
え
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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授
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
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私
か
ら
は
ま
ず
簡
単
に
、「
研
究
開
発
に
お
け
る
外
部
連
携
強
化
に
向
け
て
」
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
全
体
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
研
究
会
で
は
、
非
常
に
元
気
の
い
い
中
堅
・

中
小
企
業
に
実
際
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
伺
っ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
研
究
を
進
め
る
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
ま
す
。
本
日
も
現
場
の
経
営
者
の
方
々
に
語
っ
て
い
た
だ
く
と
こ

ろ
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
メ
イ
ン
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
、
な
ぜ
技
術
型
中
堅
企
業
な
の
か

　

わ
れ
わ
れ
は
研
究
開
発
の
外
部
連
携
（
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
、
中
堅
企
業
を
研
究
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
技
術
経
営
戦
略
学
と
い
う
研
究
を
し
て
い
ま
し
て
、
技
術
経
営
と
い
う
と
、
ど
う
し

て
も
や
は
り
大
き
な
総
合
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
か
自
動
車
、
製
薬
、
化
学
な
ど
、
大
企
業
の
ケ

ー
ス
を
取
り
上
げ
て
研
究
す
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。
今
回
、
技
術
型
の
中
堅
企
業
を
取
り
上
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げ
て
研
究
し
よ
う
と
思
っ
た
発
端
と
し
て
、
図
表
４
（
28
ペ
ー
ジ
）
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
５
０
０
万
く
ら
い
の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
が
、「
事
業
所
・
企
業
統
計
」

と
い
う
す
べ
て
を
調
査
す
る
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
を
使
っ
た
も
の
で
す
。
要
は
、
い
つ
企
業
が
で

き
た
か
と
い
う
開
設
年
と
平
均
的
な
従
業
員
の
規
模
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
特
許
が
あ
る
企
業
と
な
い
企
業
を
示
し
て
い
ま
す
。
５
０
０
万
と
い
う
と
製
造
業
だ

け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
が
入
っ
て
き
ま
す
。
当
然
、
特
許
は
関
係
な
い
よ
う
な
業
種
も
あ

る
の
で
す
が
、
一
応
す
べ
て
を
入
れ
て
見
て
い
ま
す
。
特
許
が
な
い
企
業
は
規
模
が
小
さ
く
、
平

均
す
る
と
10
人
く
ら
い
で
す
。

　

特
許
が
あ
る
企
業
は
、
い
わ
ゆ
る
技
術
的
な
取
り
組
み
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
許
と
い

う
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
非
常
に
粗
い
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

メ
ジ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。
特
許
を
一
つ
の
技
術
的
な
取
り
組
み
と
考
え
る
と
、
特
許
が
あ
り
、
技
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術
経
営
の
ケ
ー
ス
と
し
て
よ
く
出
て
く
る
よ
う

な
日
本
企
業
は
、
だ
い
た
い
戦
前
に
組
織
さ
れ

た
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
１
９
５
４

年
以
前
に
で
き
た
大
企
業
が
多
く
入
っ
て
き
ま

す
。
平
均
す
る
と
従
業
員
数
４
５
０
人
と
い
う

こ
と
で
す
。
図
表
４
の
特
徴
は
「
特
許
あ
り
」

が
だ
ん
だ
ん
と
最
近
に
な
っ
て
く
る
と
下
が
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
企
業
が
成
長
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
成
長
し
て
い
る
の
で
、
若
い

企
業
ほ
ど
小
さ
い
。
最
近
に
な
っ
て
く
る
と
デ

コ
ボ
コ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
大

ま
か
に
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

図表 4 なぜ「技術型中堅企業」か

（出所）平成18年度「事業所・企業統計」＋特許データによる特別集計

開設年

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450
500

平
均
従
業
員
規
模

１
９
５
４

１
９
５
５―

64

１
９
６
５―
74

１
９
７
５―
84

１
９
８
５―

94

１
９
９
５―

99

２
０
０
０

２
０
０
１

２
０
０
２

２
０
０
３

２
０
０
４

２
０
０
５

２
０
０
６

特許なし
特許あり

（人）

（年）
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で
は
「
特
許
な
し
」
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
と
い
う

と
、
い
わ
ゆ
る
中
小
企
業
で
す
。
中
小
企
業
は
非
常
に

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
が
、
技
術
的
な
取
り
組

み
を
や
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
の
平
均
を
と
る
と
、
グ
ラ

フ
で
は
横
ば
い
で
あ
ま
り
成
長
し
て
お
ら
ず
、
非
常
に

小
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
中
小
企
業
と
い
う
と
、
１
９
５
４
年
以
前

に
で
き
て
い
る
従
業
員
規
模
が
平
均
し
て
10
人
く
ら
い

の
企
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
一
方
で
、
比
較
的
新
し
い

企
業
で
、
技
術
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
て
、
こ
れ
か

ら
成
長
の
余
力
が
あ
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け

で
す
。

元橋研究主幹
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こ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
、
ま
さ
し
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
中
小
企
業
、
中
堅
企
業
を
取
り
上
げ
、

企
業
が
成
長
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
う
い
う
課
題
を
解
消
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
調
べ
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
次
第
で
す
。

　

先
ほ
ど
、
相
澤
先
生
か
ら
小
さ
な
国
イ
ス
ラ
エ
ル
の
例
が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
国
と
い
う
の

は
非
常
に
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
で
あ
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
企
業
を
見
て
も
、
大
き

な
企
業
は
大
き
な
企
業
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
小
さ
な
と
こ
ろ
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
き
ち
っ
と
分
析
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
大
企
業
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
イ
ン
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
で
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ま
、
な
ぜ
「
外
部
連
携
」
か

　

も
う
一
つ
、
な
ぜ
外
部
連
携
な
の
か
。
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
が
人
口
に
膾

炙
さ
れ
て
お
そ
ら
く
10
年
以
上
が
た
ち
ま
す
。
私
も
技
術
経
営
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
大
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企
業
の
方
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
多
い

の
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

言
葉
を
使
っ
て
い
な
い
ハ
イ
テ
ク
企
業
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
く
ら
い
、
一
般
的
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
経
済
産
業
研
究
所
（
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）

で
５
年
く
ら
い
前
か
ら
産
学
連
携
の
研
究
を
し
て

い
ま
し
て
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か

で
も
、
や
は
り
中
堅
・
中
小
企
業
の
役
割
が
非
常

に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

図
表
５
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
左
側
に
大
企
業
、

右
側
に
中
堅
・
中
小
企
業
が
あ
り
ま
し
て
、
研
究

図表 5 なぜ「外部連携」か？

（出所）経済産業研究所における元橋研究成果から

大学・公的研究機関など 

 
 

商品化 

研究所 

事業部 
中堅・中小企業 

 

大企業 

商品化 

  
産学連携のスコープ 

商品化目的 産学連携のスコープ 

基礎寄り 

企業間連携 

研
究
開
発
・
商
品
化
の
プ
ロ
セ
ス
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開
発
と
か
商
品
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
下
か
ら
上
に
上
が
っ
て
い
く
。
時
系
列
で
見
る
と
、
研
究
が
あ

っ
て
、
開
発
が
あ
っ
て
、
商
品
が
出
て
い
く
。
一
番
上
の
商
品
化
に
よ
り
、
技
術
の
経
済
価
値
化

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

大
企
業
と
中
堅
・
中
小
企
業
で
、
企
業
の
な
か
で
抱
え
て
い
る
研
究
開
発
の
ス
コ
ー
プ
が
だ
い

ぶ
違
い
ま
す
。
図
で
は
少
し
わ
か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
企
業
は
若
干
、
箱
が
下
の

ほ
う
に
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
企
業
は
研
究
開
発
プ
ロ
セ
ス
で
最
初
の
と
こ
ろ
、
リ
サ
ー
チ
と

い
う
か
基
礎
研
究
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
、
自
社
で
抱
え
て
や
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

大
企
業
は
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
、
研
究
所
や
事
業
部
と
い
う
の
で
分
け
て

い
ま
す
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
は
大
企
業
と
は
い
え
デ
ィ
ー
プ
ポ
ケ
ッ
ト
で
、
自
分
の

と
こ
ろ
で
全
部
研
究
を
す
る
と
い
う
ふ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
研

究
所
を
抱
え
て
、
か
な
り
基
礎
研
究
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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一
方
、
中
堅
・
中
小
企
業
は
そ
こ
ま
で
や
る
余
裕
が
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
か
と
い
う
と
、
図
表
５
（
31
ペ
ー
ジ
）
で
は
一
番
下
に
大
学

と
か
公
的
研
究
機
関
が
あ
り
ま
す
が
、
大
学
は
や
は
り
一
番
基
礎
的
な
研
究
を
公
的
な
お
金
を
た

く
さ
ん
使
い
な
が
ら
や
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
そ
こ
と
産
学
連
携
を
す
る
。
そ
の
と
き
、

大
企
業
の
場
合
は
研
究
所
と
大
学
が
一
緒
に
な
っ
て
、
下
の
ほ
う
に
寄
っ
て
い
く
。
一
方
で
中
堅

・
中
小
企
業
は
割
と
上
の
と
こ
ろ
、
下
の
右
側
の
大
学
の
と
こ
ろ
を
見
て
い
た
だ
く
と
デ
コ
ボ
コ

し
て
い
ま
す
が
、
尖
っ
た
と
こ
ろ
の
技
術
を
つ
か
ま
え
て
、
商
品
化
を
に
ら
ん
だ
産
学
連
携
を
し

て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
生
産
性
と
か
収
益
と
か
、
あ
る
い
は
特
許
と
か

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
お
い
て
も
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
ほ
う
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
大
企
業
に
比
べ

て
産
学
連
携
の
効
果
が
出
て
い
る
と
い
う
、
企
業
分
析
の
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
技
術
経
営
と
い
う
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
こ
で
起
き
て
い
る
の
か
を
考
え
ま

す
と
、
大
企
業
の
場
合
は
、
研
究
所
が
大
学
と
一
緒
に
研
究
を
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
オ
ー
プ
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ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
事
業
部
と
研
究
所
の
間
で
起
き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

産
学
連
携
は
し
て
い
る
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
、
技
術
を
経

済
価
値
化
す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
企
業
の
な
か
で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
中
堅
・
中
小
企
業
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
さ
に
外
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
一
緒
に
や
っ

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
企
業
と
中
堅
・
中
小
企
業
の
間
に
、
企
業
間
連
携
と
書

い
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
大
企
業
が
入
っ
て
い
け
な
い
、
技
術
的
に
は
優
れ
て
い
る
の
で
す
が

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
さ
い
ニ
ッ
チ
な
分
野
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
形
で
中
堅
・
中
小
企
業
が
掘
り

起
こ
し
て
大
企
業
が
取
り
入
れ
て
い
く
モ
デ
ル
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
右
上
の

中
堅
・
中
小
企
業
は
無
視
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
外
部
連
携
を
考
え
る
う
え
で

も
重
要
で
す
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
若
手
の
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、
か
つ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｃ
と
い
う
産
学
連
携
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
企
業
の
協
力
を
得
て
、
実
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

進
め
な
が
ら
、
研
究
会
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
自
身
も
何
社
か
企
業
訪
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
現
場
を
見
な
が
ら
、
研
究
会
を
進
め
る
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
中
堅
・
中
小
企
業
と
い
う
の
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
企
業
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い

わ
ゆ
る
元
気
の
い
い
中
小
企
業
と
い
う
こ
と
で
、「
元
気
な
モ
ノ
作
り
中
小
企
業
３
０
０
社
」
と

い
う
、
毎
年
、
中
小
企
業
庁
が
出
し
て
い
る
冊
子
を
ベ
ー
ス
に
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
18

社
（
こ
の
ほ
か
に
グ
ル
ー
プ
１
団
体
）、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
66
社
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日

は
そ
の
な
か
か
ら
５
社
の
社
長
に
来
て
い
た
だ
き
、
の
ち
ほ
ど
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
澄
み
の
企
業
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
企
業
を
見
ま
す
と
、
資
本
金
レ
ベ
ル
が
１
０
０
０
万
円
か
ら
平
均
４
億
円
で
、
人
員
的
に
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図
表

6 イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

対
象

企
業

（
出

所
）

IB
LC

調
べ

 

ア
ン

ケ
ー

ト
企

業
66社

（
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
12社

含
む

）

レ
ン

ジ
：

最
大

値
17.6

230
1200

2001
88

300
75

44
レ

ン
ジ

：
最

小
値

0.1
9

40
1923

10
－

38
1

平
均

4.0
80

393
1966

45.0
50

56
15

資
本

金
売

り
上

げ

売
り

上
げ

人
員

設
立

時
期

創
業

年
数

特
許

数
社

長
年

齢
社

長
歴

億
円

億
円

億
円

億
円

人
西

暦
年

歳
年

資
本

金
人

員
設

立
時

期
創

業
年

数
特

許
数

社
長

年
齢

社
長

歴
人

西
暦

年

件件
歳

年

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

企
業

、
18社

66社平
均

2.1
49

186
1962

49
50

59
17

レ
ン

ジ
：

最
小

値
0.1

6
40

1852
10

0
37

1
レ

ン
ジ

：
最

大
値

12.4
270

1200
2001

159
1050

83
45

両
者

の
平

均
値

の
比

0.54
0.61

0.47
1.00

1.10
0.99

1.04
1.13
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い
う
と
40
人
か
ら
平
均
約
４
０
０
人
。
こ
れ
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
レ
ン
ジ
で

す
（
図
表
６
参
照
）。
中
小
企
業
の
定
義
が
、
製
造
業
の
場
合
は
３
０
０
人
以
下
な
い
し
は
３
億

円
以
下
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
上
限
に
な
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ

で
意
識
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
上
場
す
る
一
歩
前
の
企
業
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

上
場
す
る
に
当
た
っ
て
、
先
ほ
ど
の
成
長
で
い
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
企
業
自
身
の
力
を
つ

け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
外
部
連
携
を
ど
う
使
っ
て
い
る

の
か
を
き
ち
っ
と
押
さ
え
よ
う
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、
例
え
ば
大
企
業
に
と
っ
て
も
参
考

に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
そ
こ
か
ら
何
か
政
策
的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
出
て
こ
な
い
か
と
い
う
の
が
、
こ
の
研
究
の
目
的
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
は
、
す
で
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
実
は
ま
だ

ま
と
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
３
月
を
目
処
に
研
究
成
果
を
ま
と
め
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
で
出
版
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
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結
果
か
ら
、
二
つ
の
表
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
。「
主
力
商
品
が
で
き
た
ア

イ
デ
ア
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
」
と
い
う
質
問
を
し
て
い
ま
す
（
図
表
７
参
照
）。

社
内
と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
自
前
、
社
外
と
い
う
の
が
外
か
ら
持
っ
て
き
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
的
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
数
で
い
う
と
、
や
は
り
社
内
が
多
い
。
中
堅
・
中
小
企
業
な

の
で
、「
社
長
自
ら
」
と
い
う
の
が
非
常
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
た
だ
、
社
外
と
い
う
の
も
け
っ

こ
う
あ
り
ま
し
て
、「
顧
客
か
ら
」
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
の
ち
ほ
ど
、
も
う
１
回
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
結
果
が
、「
外
部
連
携
を
や
っ
た
と
き
の
収
支
は
」（
図
表
８
参
照
）。
い
わ
ゆ
る

金
銭
的
な
収
支
は
ど
う
で
す
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
上
の
表
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
黒
字
よ
り
赤

字
の
ほ
う
が
、
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
下
の
表
を
見
て
い
た
だ
く
と
、「
外
部
連
携

が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
そ
う
思
う
」
が
「
そ
う
思
わ
な
い
」
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図表 7 主力商品ができた源泉（アンケート結果）

図表 8 外部連携の成果（アンケート結果）

度数 相対度数

社内（営業部門）から 2 3%

社内（開発部門）から 12 19%

社内（社長）から 22 34%

社外（顧客企業）から 19 30%

社外（競合企業）から 0 0%

社外（部品などサプライ企業）から 3 5%

社外（大学、国研など）から 1 2%

社外（コンサルタント）から 1 2%

その他 4 6%

取り組み状況（外部連携全体としての収支）

16 24%

30 45%
20 30%

度数 相対度数

黒字

ブレークイーブンあたり

赤字

総じて、貴社は外部連携をうまく進めているとお考えでしょうか？

19 30%

32 50%

13 20%

度数 相対度数

そう思う

どちらともいえない

そう思わない

（出所）IBLC調べ 

（出所）IBLC調べ 
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よ
り
多
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
言
う
と
、
外
部
連
携
は
や
は
り
短
期
的
な
収
支
を
求
め
て
す
る
も
の
で
は
な
く
、
外

部
連
携
を
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
大
事
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
お
そ
ら
く
長
期
的
に
何
ら
か
の

企
業
経
営
に
い
い
側
面
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
う
ま
く
い
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
方
が
多

い
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
開
発
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
か
技
術
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
部
品
を
買
い
叩
い
て
買
っ
て

く
る
の
で
は
な
く
、
外
部
連
携
を
す
る
相
手
と
の
間
で
、
い
か
に
お
互
い
に
協
働
で
何
ら
か
の
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
つ
く
っ
て
い
く
か
が
大
事
な
の
で
、
プ
ロ
セ
ス
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
自
身
が
す
ぐ
に
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
跳
ね
返
っ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
考

え
を
き
ち
っ
と
持
っ
て
い
る
企
業
が
、
や
は
り
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。
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技
術
的
な
連
携
と

　

新
た
な
顧
客
開
拓
に
お
け
る
連
携

　

こ
れ
か
ら
各
社
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
お
聞
き

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
前
に
、
図
表
９
は
ま
だ
プ
リ

ミ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方
の
整
理
段
階
で
す
が
、
調
査
研

究
結
果
の
骨
子
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
、「
顧
客
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
が
け
っ
こ
う

多
い
」
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
。
中
堅
・
中
小
企
業
と

い
う
の
は
や
は
り
Ｂ
to
Ｂ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
会
社
を

相
手
に
し
て
お
り
、
一
般
の
消
費
者
で
は
な
い
と
い

う
企
業
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

日
本
経
済
、
特
に
製
造
業
の
国
際
競
争
力
は
、

図表 9  調査結果のまとめ（骨子）

関係特殊資産 
としての技術 

パートナー企
業（多くの場合

顧客） 

企業のコア資産とし
ての技術  

企業
A 

企業
B

技術ベースの拡
大＆汎用化（デ
カップリング） 

新たな顧客の
開拓・連携

大学、サプライヤー、
同業他社との連携
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し
っ
か
り
し
た
中
小
企
業
の
技
術
力
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
中
堅
企
業
は
非
常
に

大
事
な
の
で
す
が
、
往
々
に
し
て
Ｂ
to
Ｂ
な
の
で
、
図
表
９
（
41
ペ
ー
ジ
）
の
左
側
の
状
態
に
あ

る
企
業
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
状
態
か
と
い
う
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
は
、
主
に
顧
客
で
す
。
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ

れ
ば
、
そ
の
部
品
を
納
め
る
大
企
業
の
ア
セ
ン
ブ
リ
メ
ー
カ
ー
。
自
動
車
の
ア
セ
ン
ブ
ラ
ー
と
自

動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
考
え
て
い
た
だ
く
と
一
番
わ
か
り
や
す
い
。

　

そ
の
下
の
四
角
が
中
堅
企
業
で
す
。
そ
の
な
か
に
、
少
し
専
門
的
な
用
語
に
な
る
の
で
す
が
、

「
関
係
特
殊
資
産
」
と
い
う
こ
と
で
、
相
手
の
企
業
へ
の
つ
く
り
込
み
を
す
る
た
め
の
技
術
を
蓄

え
て
い
く
。
こ
れ
は
、
矢
印
が
両
方
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
間
で
、
協
働

で
開
発
を
す
る
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
も
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
特
定
の
企
業
に
、
あ
る
意
味
で
デ

ィ
ペ
ン
ド
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
一
歩
飛
躍
す
る
た
め
に
は
何
が
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必
要
か
と
い
う
と
、「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
図
表
９

の
右
側
の
世
界
に
向
け
、「
関
係
特
殊
資
産
」
を
企
業
自
身
の
「
コ
ア
資
産
」
に
、
汎
用
的
に
使
え
る

よ
う
な
技
術
ベ
ー
ス
へ
と
変
え
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
当
然
、
技
術
ベ
ー
ス
の
拡
大
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
さ
ら
に
企
業
Ａ
、
Ｂ
と
あ
り
ま
す
が
、
特
定
の
企
業
で
は
な
く
、
他

の
企
業
に
対
し
て
出
し
て
い
け
る
よ
う
な
ル
ー
ト
を
開
拓
し
な
が
ら
、
新
し
い
お
客
さ
ん
を
探
し

て
い
く
。

　

そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
中
小
企
業
が
自
社
だ
け
で
で
き
る
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
難
し
い
。
ど

う
い
う
こ
と
を
や
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
と
、
破
線
で
囲
ん
で
い
る
部
分
に
な
り
ま
す
。
外
部

連
携
と
い
う
の
は
、
最
初
に
産
学
連
携
の
話
を
し
ま
し
た
が
、
技
術
的
な
外
部
連
携
だ
け
で
な
く
、

当
然
、
図
表
９
の
上
に
あ
る
よ
う
な
新
た
な
顧
客
の
開
拓
と
か
連
携
に
も
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
る
わ
け
で
す
。
技
術
ベ
ー
ス
を
拡
大
す
る
と
こ
ろ
は
、
下
の
破
線
の
枠
に
書
い
て
い

ま
す
よ
う
に
、
大
学
と
か
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
か
同
業
他
社
と
の
連
携
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な
が
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ら
や
っ
て
い
く
。
こ
う
い
う
モ
デ
ル
を
頭
に
描
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
あ
と
の
個
別
の
企
業

の
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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長
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山
本
製
作
所
に
つ
い
て

　

私
ど
も
は
埼
玉
の
東
松
山
で
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
加
工
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
い
わ

ば
プ
レ
ス
加
工
の
少
し
精
密
な
加
工
、
破
断
面
（
切
り
口
面
の
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
不
良
部
分
）

を
ゼ
ロ
に
し
て
切
削
加
工
を
プ
レ
ス
で
や
る
も
の
で
す
。
15
年
ほ
ど
修
業
し
、
そ
の
後
縁
あ
っ
て

45
年
前
に
プ
レ
ス
金
型
の
会
社
を
設
立
し
、
い
ま
に
至
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
約
55
年
間
、
金

型
に
精
通
し
、
一
業
に
徹
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
皆
さ
ん
の
前
で
講
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、
少
し
勇
気
が
い
っ
た
と
い
う
か
、
非
常
に

悩
ん
だ
の
で
す
が
、
何
か
参
考
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
と
、
こ
の
不
況
の
な
か
、
や
は
り
経
営
者

が
勇
気
を
持
っ
て
立
ち
向
か
わ
な
い
と
、
自
分
が
負
け
る
、
親
父
に
元
気
が
な
け
れ
ば
そ
の
会
社

は
決
し
て
よ
く
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
71
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
気

持
ち
の
う
え
で
は
38
歳
く
ら
い
と
思
っ
て
い
て
、
会
社
の
経
営
で
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い

ま
す
。



報告 247

　

当
社
は
、
埼
玉
県
の
東
松
山
市
に
本
社
工
場
と
第
２

工
場
が
あ
る
ほ
か
、
山
形
県
寒
河
江
市
に
山
形
工
場
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
曙
ブ
レ
ー
キ
と
い
う
お
客
様
が

山
形
へ
出
ら
れ
て
、
そ
の
仕
事
を
続
け
て
や
ら
せ
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
進
出
し
ま
し
た
。

　

曙
ブ
レ
ー
キ
の
山
形
進
出
に
対
し
て
、
山
形
に
工
場

を
つ
く
り
た
い
と
話
を
し
た
と
こ
ろ
、「
山
形
へ
出
て

き
た
っ
て
、
仕
事
な
い
よ
。
私
の
と
こ
ろ
は
一
貫
ラ
イ

ン
で
計
画
し
て
い
て
、
も
う
す
で
に
そ
の
機
械
の
ピ
ッ

ト
も
掘
っ
て
あ
る
。
山
本
さ
ん
が
山
形
に
来
て
、
わ
れ

わ
れ
が
ど
れ
だ
け
新
し
い
仕
事
を
提
供
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

山本氏
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そ
の
と
き
に
私
が
考
え
た
の
は
、
ま
ず
、
い
ま
の
仕
事
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
お
客
様
の
生
産
基
地
が
山
形
へ
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
埼
玉
か
ら
山
形
ま
で
当
面
は
持
ち
込

ん
で
仕
事
が
つ
な
が
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
山
形
に
外
注
先
、
発
注
先
を
絞
り
込
ん
で
く
る
だ
ろ

う
。
そ
の
と
き
が
３
年
先
な
の
か
、
５
年
先
な
の
か
。
で
あ
れ
ば
、
思
い
切
っ
て
い
ま
出
て
い
こ

う
で
は
な
い
か
と
。
そ
れ
は
仕
事
を
守
る
と
い
う
意
味
と
と
も
に
、
や
は
り
夢
を
か
け
る
気
持
ち

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ま
か
ら
16
年
前
く
ら
い
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
、
先
が

見
え
な
い
時
期
で
し
た
。
新
し
い
外
注
先
を
探
す
に
は
相
当
の
勇
気
が
い
る
で
し
ょ
う
し
、
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
と
き
に
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
山
形
進
出

は
お
客
様
が
「
設
備
、
ピ
ッ
ト
を
掘
っ
て
、
も
う
や
る
計
画
が
あ
る
の
だ
」
と
言
わ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
出
て
い
き
ま
し
た
。

　

あ
る
意
味
、
運
が
よ
か
っ
た
の
は
、
た
ま
た
ま
私
ど
も
が
、
機
械
が
入
る
前
に
追
従
し
て
出
て

い
っ
た
こ
と
と
、
お
客
様
が
海
外
に
ど
ん
ど
ん
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
背
景
が
重
な
り
、
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海
外
の
投
資
に
そ
の
資
金
を
向
け
て
い
た
だ
く
結
果
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
岐
阜
県
の
恵
那
工
場
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
お
客
様
に
恵
ま
れ
て
、
私
ど
も
の

仕
事
が
順
調
に
推
移
し
た
た
め
、
５
回
拡
張
し
て
い
ま
す
。

　

７
年
前
に
は
、
文
部
科
学
省
と
日
本
工
業
大
学
（
埼
玉
県
）
と
私
ど
も
で
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
な
か
に
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
開
発
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
、
私
ど
も
が
約
７
０
０
０
万

円
の
機
械
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
に
出
た
の
は
17
年
前
。
こ
れ
も
曙
ブ
レ
ー
キ
が
ア
メ
リ
カ
に
進
出
さ
れ
、
大
変
な
経

験
を
さ
れ
て
、
二
つ
目
の
工
場
を
つ
く
る
時
期
で
し
た
。
二
つ
目
の
工
場
で
あ
れ
ば
、
も
う
す
で

に
基
盤
が
盤
石
に
で
き
、
さ
ら
に
大
き
な
夢
を
描
い
て
い
る
と
い
う
形
だ
と
考
え
、
追
従
し
ま
し

た
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
経
済
が
成
長
し
か
か
っ
て
い
た
時
期
で
し
た
の
で
、
事
業
も
順
調
に
い
き

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
に
は
す
で
に
10
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
無
借
金
で
工
場
も
２
倍
、
３
倍
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
山
本
製
作
所
の
状
況
で
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す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
目
指
し
て

　

私
た
ち
山
本
製
作
所
は
、
中
小
企
業
で
あ
っ
て
も
、
外
部
連
携
と
大
企
業
に
追
従
す
る
事
業
戦

略
と
い
う
形
を
14
、
15
年
前
か
ら
考
え
て
い
ま
し
て
、
着
実
に
展
開
し
て
、
い
い
方
向
に
向
か
っ

て
い
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
代
の
流
れ
が
こ
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
。

　

セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
、
あ
る
い
は
ロ
ー
ソ
ン
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
場
合
は
、
本

部
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
、
商
品
を
教
え
、
こ
う
い
う
商
品
を
並
べ
た
ら
売
れ
る
ん
だ
よ
と
各
店

に
指
示
し
ま
す
。
こ
の
20
～
30
年
間
、
セ
ブ
ン
―

イ
レ
ブ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
そ
う
い
う
ビ
ジ
ネ

ス
を
覚
え
、ア
メ
リ
カ
本
社
を
買
収
す
る
と
こ
ろ
ま
で
成
長
さ
れ
た
。
ま
た
、こ
の
流
れ
は
、ロ
ー

ソ
ン
ほ
か
の
企
業
も
同
じ
よ
う
な
形
で
、
日
本
国
内
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
と
い
う
形
を
つ
く
り
あ
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げ
た
。

　

製
造
業
で
も
、
わ
れ
わ
れ
の
技
術
を
も
っ
と
世
界
中
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
技
術
を
教
え
て
そ
こ
か
ら
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
も
ら
う
よ
う
な

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
き
な
金
儲
け
が
で
き
る
。
金
儲
け
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
が
、
心
の

な
か
で
は
、
自
分
の
情
熱
で
自
分
が
や
っ
て
き
た
技
術
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
社
内
に
プ
ー
ル
し
て
次
の
技
術
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
。
そ
れ
が
こ
れ

か
ら
の
製
造
業
の
あ
り
た
い
姿
だ
と
、
死
に
物
狂
い
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
金
型
屋
で
す
。
当
時
、
金
型
と
い
う
の
は
一
つ
ひ
と
つ
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て
、
タ
ガ
ネ

で
割
っ
て
、
ヤ
ス
リ
で
す
っ
て
仕
上
げ
た
も
の
を
コ
ー
ク
ス
で
火
を
お
こ
し
て
赤
め
て
、
そ
れ
で

油
の
な
か
に
入
れ
て
焼
き
を
入
れ
る
。
刃
先
に
は
猛
毒
の
青
酸
カ
リ
を
流
し
込
む
と
い
う
も
の
づ

く
り
の
時
代
で
し
た
。
い
ま
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｃ
Ａ
Ｍ
あ
る
い
は
Ｎ
Ｃ
付
き
の
機
械
で
、
わ
れ
わ
れ
の

経
験
し
た
部
品
加
工
技
術
と
い
う
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
機
械
が
と
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
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ら
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
が
追
い
つ
い
て
き
た
の
で
す
。

　

日
本
人
の
文
化
と
い
う
の
は
、
そ
の
一
生
懸
命
さ
、
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
で
中
小
企
業
が
、

親
父
が
寝
ず
に
が
ん
ば
り
、
寝
ず
に
知
恵
を
働
か
し
、
そ
の
根
性
と
い
う
か
、
情
熱
で
つ
く
っ
て

き
た
。
こ
れ
が
日
本
の
技
術
で
す
。
だ
か
ら
日
本
の
金
型
と
い
う
の
は
す
ば
ら
し
い
。
絶
対
に
負

け
な
い
。
ど
う
追
っ
か
け
ら
れ
た
っ
て
負
け
な
い
と
い
う
自
負
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

私
も
職
人
だ
か
ら
そ
う
い
う
気
持
ち
は
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
時
代
の
流
れ
か
ら
い
っ
て
、

い
ま
の
金
型
づ
く
り
は
、
部
品
に
つ
い
て
は
３
、
４
ミ
ク
ロ
ン
あ
た
り
ま
で
は
機
械
が
や
っ
て
く

れ
る
。
ま
た
、
設
備
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
部
品
メ
ー
カ
ー
が
部
品
を
つ
く
っ
て

く
れ
る
の
で
す
。
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異
業
種
交
流
、
企
業
連
携
を
活
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
経
営
者
次
第

　

そ
こ
で
、
い
ま
は
も
っ
と
大
き
な
夢
、
世
界
中
を
自
分
の
仲
間
に
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
考
え

方
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
埼
玉
県
の
産
業
振
興
公
社
の
指
導
の
も
と
に
、
35
年
ほ
ど
前
に
「
オ

ッ
ス
イ
レ
ブ
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
協
同
組
合
」
と
い
う
、
異
業
種
交
流
会
を
始
め
ま
し
た
。
違
っ
た
技

術
を
持
っ
た
企
業
が
、
お
互
い
の
技
術
を
出
し
合
お
う
、
そ
れ
で
協
同
組
合
と
し
て
仕
事
を
と
っ

て
こ
よ
う
と
い
う
こ
と
を
始
め
た
の
で
す
。
私
ど
も
は
プ
レ
ス
工
場
で
す
の
で
、
プ
レ
ス
と
プ
レ

ス
金
型
、
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
。
加
え
て
複
数
の
鍛
造
メ
ー
カ
ー
、
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
の
メ
ー

カ
ー
、
精
密
機
械
部
品
の
メ
ー
カ
ー
、
溶
接
を
し
て
い
る
会
社
、
溶
接
機
械
と
そ
の
加
工
会
社
、

熱
処
理
の
会
社
、
精
密
部
品
加
工
の
会
社
と
い
う
仲
間
が
11
社
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ッ
ス
と
い
う
の
は
よ
く
大
学
な
ど
で
「
オ
ッ
ス
」
と
か
け
声
を
か
け
合
っ
て
、
仲
間
意
識
を

持
つ
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。
お
互
い
に
言
い
た
い
こ
と
を
言
っ
て
、
文
句
は

言
わ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
企
業
が
手
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
レ
ス
関
係
の
多
く
の
企
業
に
お
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仕
事
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
仲
間
の
会
社
を
互
い
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え
ば

山
本
製
作
所
の
信
用
が
仲
間
の
会
社
の
信
用
に
な
る
わ
け
で
す
。
お
互
い
が
お
互
い
の
お
客
様
を

紹
介
し
合
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
き
な
り
取
引
先
が
３
０
０
社
、
４
０
０
社
に
な
る
。
そ
し
て
お

互
い
同
士
が
、
自
分
の
仕
事
の
延
長
で
手
伝
う
。
そ
う
し
て
毎
月
会
合
し
な
が
ら
35
年
間
続
い
て

い
ま
す
。
お
そ
ら
く
埼
玉
県
で
元
気
に
交
流
し
て
35
年
た
つ
企
業
集
団
と
い
う
の
は
、
う
ち
の
グ

ル
ー
プ
だ
け
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
「
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
21
」
と
い
う
組
織
も
、
県
の
指
導
の
も
と
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
特
徴
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
入
っ
て
も
ら
い
、
一
つ
の
機
能
部
品
と
し
て
設

計
、
商
品
開
発
ま
で
手
が
け
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、「
テ
ク
ニ
カ
ル
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
こ
と
で
、
新
潟
県
の
燕
市
、
三
条
市
と
手
を

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
燕
市
か
ら
、
新
潟
に
共
同
受
注
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
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要
請
が
あ
っ
て
交
流
が
続
き
、
10
年
間
、
私
も
毎
月
１
回
、
新
潟
を
訪
問
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
何
を
得
た
か
と
い
う
と
、
新
潟
県
の
燕
市
と
い
う
の
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
洋
食
器
と

い
う
地
場
産
業
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
金
属
の
先
端
を
潰
し
て
、
ス
プ
ー
ン
に
し
た
り
、
フ
ォ
ー

ク
に
し
た
り
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
潰
す
技
術
は
、
わ
れ
わ
れ
の
一
般
プ
レ
ス
の
プ
レ
ス
工
場
で

考
え
る
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
大
き
な
圧
力
で
上
か
ら
板
を
押
し
潰
し
て
延
ば

し
て
い
く
。
こ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
洋
食
器
の
技
術
は
、
回
転
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
板
を
延
ば
し
て
い
く
も
の
で
、
の
し
イ
カ
の
よ
う
に
み
ご
と
に
延
び
ま
す
。
大
き
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
い
ら
ず
、
音
も
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
、
私
た
ち
は
自
分
の
仕
事
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
連
携
の
、
い
う
な
ら
ば
財
産
に
な
る
。
そ
れ
を
見
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
か
し
な
い
か

は
、
そ
の
経
営
者
次
第
で
、
そ
こ
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
見
落
と
し
た
ら
、
価
値
は
出
ま
せ

ん
。
人
が
集
ま
っ
て
、
そ
こ
に
行
っ
た
か
ら
金
に
な
る
か
と
い
っ
た
ら
、
一
銭
も
生
ま
れ
ま
せ

ん
。
最
初
は
夢
を
持
っ
て
お
互
い
の
工
場
を
見
学
し
な
が
ら
、
１
年
は
簡
単
に
過
ぎ
る
で
し
ょ
う
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が
、
３
年
、
５
年
に
な
る
と
、
テ
ー
マ
を
見
い
だ
せ
ず
、
何
と
な
く
中
だ
る
み
に
な
っ
て
、
結
果

的
に
は
終
わ
っ
て
い
く
と
い
う
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

私
の
経
験
で
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
す
ふ
と
し
た
話
題
の
な
か
に
、
経
営
の
参
考
に
な
る

ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
客
さ
ん
の
話
が
出
る
。
そ
ん
な
と
き
も
「
ぜ
ひ
紹
介
し
て

よ
」
と
、
こ
ち
ら
か
ら
頼
ま
な
い
限
り
、
相
手
か
ら
何
か
し
て
く
れ
る
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
儲

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
毎
回
会
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
て
、「
紹
介
し
て
ほ
し

い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
簡
単
に
電
話
一
本
の
紹
介
を
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ

ず
、
時
間
が
あ
れ
ば
、「
じ
ゃ
、
俺
が
一
緒
に
行
っ
て
や
る
よ
」
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

一
緒
に
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
、
担
当
者
に
ア
ポ
が
入
っ
て
、
先
方
が
時
間
を
用
意
し

て
く
れ
、
こ
う
い
う
業
者
を
紹
介
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
根
回
し
が
済
ん
で
い
る
わ
け
で

す
。
あ
ら
か
じ
め
「
こ
う
い
う
も
の
を
頼
ん
だ
ら
、
い
く
ら
ぐ
ら
い
で
で
き
る
」
と
い
う
根
回
し

を
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
に
行
け
ば
、
さ
ら
に
効
率
は
い
い
。
そ
う
い
う
努
力
や
情
熱
を
前
提
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に
付
き
合
う
な
ら
ば
、
異
業
種
交
流
と
か
、
企
業
連
携
に
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
の
会
合
に
行
っ
て
お
金
を
儲
け
る
の
で
は
な
く
て
、
会
合
に
行
っ
て
、
出
て
き
た
話
、
見

て
き
た
も
の
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
自
分
が
分
析
し
て
、
価
値
を
ど
う
や
っ
て
生
む

か
と
い
う
の
が
経
営
者
の
考
え
方
、
取
り
組
み
で
す
。
こ
こ
か
ら
価
値
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　

海
外
に
出
て
い
く
に
当
た
っ
て

　

こ
れ
か
ら
は
海
外
に
出
て
い
か
な
い
と
、
国
内
だ
け
で
は
受
注
の
量
が
大
き
く
増
え
ず
、
逆
に

減
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
で
あ
れ
ば
、
海
外
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

海
外
に
出
て
い
く
と
き
に
こ
そ
、
連
携
が
生
き
ま
す
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
私
の
会
社
の
ア
メ

リ
カ
進
出
の
と
き
は
、
伊
藤
忠
商
事
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
や
っ

た
こ
と
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
直
撃
を
回
避
で
き
ま
し
た
、
一
緒
に
や
っ
て
い
た
相
手
が
い

た
の
で
、
体
力
が
そ
れ
だ
け
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
情
報
が
大
き
か
っ
た
。
早
く
手
が
打
て



58

て
、
私
ど
も
は
不
渡
り
を
も
ら
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
材
料
屋
さ
ん
と
組
む
と
か
、
仲
間
と
組
ん
で
、
連
携
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
お
客
様
が
２
倍
、
３
倍
に
な
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
３
倍
、
４
倍
に
な
る
。
そ
う

い
う
形
の
海
外
進
出
が
、
こ
れ
か
ら
身
近
に
な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

個
人
の
資
本
だ
け
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
限
界
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
お
金
を
借
り
る
と
き
に

は
、
必
ず
担
保
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
足
ら
な
け
れ
ば
、
妻
が
連
帯
保
証
、
そ
れ
で
も
足
ら
な
け
れ

ば
兄
弟
、
親
戚
…
…
そ
れ
で
限
界
で
し
ょ
う
。
あ
と
は
、
そ
の
社
長
の
情
熱
だ
っ
た
り
、
過
去
の

実
績
が
若
干
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
な
る
く
ら
い
で
、
だ
い
た
い
枠
が
決
ま
る
。
そ
う
す
る
と
大
き

な
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
海
外
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

海
外
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
き
な
借
金
を
背
負
っ
て
出
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
行
く

と
き
に
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
に
無
茶
な
こ
と
は
や
り
ま
せ
ん
が
、
出
て
い

く
と
仕
事
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
設
備
を
増
や
し
た
い
。
事
業
を
拡
張
し
た
い
。
日
本
人
と
い
う
の
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は
か
な
り
貪
欲
で
す
か
ら
、
仕
事
が
あ
れ
ば
無
茶
し
て
も
仕
事
を
受
け
る
た
め
に
、
設
備
投
資
を

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
き
ま
す
。
私
の
場
合
は
そ
う
で
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
だ
と
か
、
洪
水
だ
と
か
、
何
か
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と

き
に
、
ピ
ン
ピ
ン
に
張
っ
た
状
態
で
海
外
拡
張
し
て
い
る
と
、
大
き
な
火
傷
を
す
る
。
ま
た
、
日

本
の
設
備
を
更
新
し
な
い
。
新
た
な
投
資
は
海
外
に
ど
ん
ど
ん
出
て
い
っ
て
、
日
本
の
ご
本
家
の

ほ
う
は
仕
事
が
減
っ
た
分
だ
け
我
慢
を
し
て
、
現
状
維
持
、
あ
る
い
は
微
妙
な
形
で
縮
小
の
傾
向

に
あ
る
と
い
う
の
が
、
い
ま
の
中
小
企
業
の
実
態
で
す
。
変
化
が
あ
っ
た
と
き
に
は
大
き
な
損
失

を
す
る
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
海
外
に
出
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
は
、
海
外
に
出
て
い
る
お
客
様
と

の
パ
イ
プ
が
太
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
海
外
の
情
報
の
パ
イ
プ
も
太
く
な
り
ま
す
の
で
、
国
内
の

自
分
の
会
社
を
拡
大
す
る
た
め
の
戦
略
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
東
京
都
の
大
田
区
で
、
タ
イ
に
工
業
団
地
を
つ
く
っ
て
、
大
田
区
が
事
務
局
と
な
り
、
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専
門
家
を
１
人
派
遣
し
て
大
田
区
の
企
業
が
仕
事
を
す
る
場
所
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
へ
出
た
企
業
は
、
お
互
い
が
お
互
い
の
お
客
様
を
利
用
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大

し
、
何
か
問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
は
事
務
局
の
人
が
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。

　

こ
う
い
う
大
田
区
の
よ
う
な
形
が
国
内
に
ど
ん
ど
ん
で
き
て
く
れ
た
ら
、
日
本
の
中
小
企
業
は

も
っ
と
安
心
し
て
、
さ
ら
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
し
な
が
ら
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
か
な

り
堅
実
に
出
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
政
策
が
で
き
れ
ば
、
日
本
の
中
小
企
業
は
も

っ
と
成
長
し
ま
す
。

　

個
人
資
本
だ
け
で
背
伸
び
を
し
て
や
っ
て
き
た
わ
れ
わ
れ
の
や
り
方
は
、
い
ま
考
え
れ
ば
、
必

ず
し
も
よ
か
っ
た
の
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
戦
略
的
な
経
営
と
い
う
形
で
、
図
表
10
に
書
い
た
の
で
す
が
、
私
ど
も
は
イ
コ
ー
ル
パ

ー
ト
ナ
ー
と
い
う
形
で
、
お
客
様
と
ど
ん
ど
ん
共
同
開
発
し
て
い
ま
す
。
設
計
・
開
発
の
段
階
か

ら
自
分
た
ち
の
経
験
を
ど
ん
ど
ん
お
客
様
に
提
供
し
、
そ
れ
が
商
品
化
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
世
界
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図
表

10  グ
ロ

ー
バ

ル
経

営
戦

略

世
界
企
業
に
対
す
る
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
を
目
指
す

世
界
大
手
企
業

イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
日

　
　

本
ア

 ジ
 ア

ア
メ

リ
カ

顧
客

リ
ス

ト
を

活
用

し
受

注
の

拡
大

を
図

る

技
術

者
の

交
流

に
よ

る
社

員
技

術
レ

ベ
ル

向
上

を
図

る

各
社

の
技

術
を

活
か

し
総

合
的

な
商

品
の

開
発

を
行

う

経
営

情
報

の
交

換
を

図
り

経
営

総
合

力
を

身
に

つ
け

る

フ
ァ

イ
ン

ブ
ラ

ン
キ

ン
グ

加
工

企
業

集
団

の
世

界
戦

略
を

図
る

デ
ザ

イ
ン

・
イ

ン
事

業
展

開
付

加
価

値
の

高
い

商
品

の
受

注
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中
に
わ
れ
わ
れ
の
企
業
集
団
、
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
技
術
を
使
い
た
い
と
い
う
仲
間
を
つ

く
っ
て
い
く
の
で
す
。
15
年
間
、
こ
う
い
う
形
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
続
け
て
、
や
っ
と
イ
ン
ド
か

ら
、
あ
る
い
は
中
国
か
ら
、
声
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
ま
、
四
つ
の
案
件
が
海
外
か

ら
来
て
い
ま
す
。

　

実
は
当
社
は
、
い
ま
ま
で
技
術
指
導
を
し
て
き
て
２
回
失
敗
し
て
い
ま
す
。
技
術
指
導
料
を
、

最
初
の
２
年
間
く
ら
い
は
払
っ
て
く
れ
た
も
の
の
、
途
中
で
打
ち
切
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ

か
ら
は
、
資
本
も
入
れ
て
自
分
の
会
社
と
一
緒
に
相
手
の
会
社
が
成
長
し
、
そ
こ
か
ら
配
当
、
あ

る
い
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
技
術
料
を
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
展

開
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
自
分
も
お
金
を
出
し
て
、
相
手
の
経
営
を
わ
れ
わ
れ
が
支
え
、
相
手
と
一
緒
に
な
っ

て
、
自
分
の
会
社
と
し
て
育
て
て
い
く
。
相
手
の
会
社
も
世
界
的
に
仕
事
が
行
っ
た
り
来
た
り
し

て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
か
ら
、
日
本
に
も
そ
こ
の
お
客
様
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
形
に
な
れ
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ば
、
こ
の
受
注
拡
大
と
い
う
の
は
も
っ
と
身
近
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
海
外
に
出
て
い
く
と
、
宗
教
が
違
う
、
文
化
が
違
う
、
考
え
方
が
違
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
国
で
立
派
に
や
ら
れ
て
い
る
企
業
、
儲
か
っ
て
い
る
企
業
と
組

む
の
で
す
。
負
け
組
と
組
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
で
き
れ
ば
、
い
ま
は
プ
レ
ス
加
工
の

部
品
し
か
つ
く
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、
機
能
を
付
け
た
部
品
、
製
品
を
つ
く
っ
て
送
り
出
し
て

い
く
。
こ
う
い
う
形
が
と
れ
れ
ば
、
山
本
製
作
所
は
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
業
界
で
世
界
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
目
指
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
は
、
せ
っ
か
く
私
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
の
で
、
元
気
な
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
71
歳
の
経
験
と
38
歳
の
勇
気
で
、
も
う
一
花
咲
か
せ
て
や
ろ
う
と
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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／
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Ｈ
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元
橋　

今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
18
社
に
行
い
ま
し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
た
だ
い
ま
山
本
社
長

に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ほ
か
に
４
社
の
経
営
ト

ッ
プ
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
話
を
い
ろ
い
ろ
と
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
に
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
加
え
て
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
東
洋
大
学
の
中
野
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

す
。

　

最
初
に
パ
ネ
リ
ス
ト
の
４
社
の
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
、
自
己
紹
介
を
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
に
外
部
連
携
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
う
少
し
突
っ
込
ん

だ
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
最
後
に
中
野
先
生
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

大
成
プ
ラ
ス
―
―
海
外
に
向
け
た
技
術
ブ
ー
メ
ラ
ン

成
富　

私
ど
も
は
、
１
９
８
２
年
に
脱
サ
ラ
を
し
て
１
人
で
始
め
た
会
社
で
す
。
現
在
も
プ
ラ
ス
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チ
ッ
ク
屋
と
い
う
よ
り
も
、
大
阪
弁
で
い
う
「
プ
ラ
ッ

チ
ッ
ク
屋
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、
自
分
た

ち
で
も
の
を
つ
く
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
も
と
も

と
は
金
型
工
場
、
成
形
工
場
も
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。

98
年
に
そ
こ
を
全
部
人
手
に
渡
し
て
し
ま
い
、
フ
ァ
ブ

レ
ス
を
宣
言
し
た
の
で
す
。
持
っ
て
い
た
射
出
成
形
機

は
協
力
メ
ー
カ
ー
さ
ん
に
全
部
無
償
で
貸
与
し
、
設
備

の
な
い
製
造
業
に
な
り
ま
し
た
。
か
な
り
勇
気
が
必

要
で
し
た
が
、
経
営
理
念
と
し
て
、「
も
の
」
を
つ
く

る
の
で
は
な
く
、「
も
の
の
つ
く
り
方
」
を
つ
く
ろ
う
。

も
の
の
つ
く
り
方
を
自
分
で
つ
く
り
出
し
た
と
き
に
は
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
つ
く
る
も
の
は
、
お
客
様
の
図
面
で

成富氏
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あ
っ
て
も
、
自
分
の
商
品
と
同
じ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
私
ど
も
は
創
業
し
て
す
ぐ
の
こ
ろ
、
海
に
潜
る
と
き
に
履
く
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
足
ヒ
レ
を
手
が
け
ま
し
た
。
当
時
の
足
ヒ
レ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な
く
て
ゴ
ム
で
し
た
。
そ

れ
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
つ
く
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
水
か
き
の
部
分
を
先
に
成
形
加
工
し
て

お
い
て
、
１
回
型
か
ら
取
り
出
し
、
も
う
１
回
金
型
の
中
に
入
れ
、
次
に
軟
ら
か
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
成
形
し
て
溶
か
し
て
く
っ
つ
け
る
と
い
う
方
法
を
始
め
た
の
で
す
。
た
ぶ
ん
日
本
で
初
め
て

で
、
世
界
で
も
初
め
て
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
を
２
年
ほ
ど
フ
ル
生
産
し
、
社
員
４
人

で
足
ヒ
レ
だ
け
で
年
間
で
１
億
３
０
０
０
万
円
く
ら
い
売
り
上
げ
、
こ
ん
な
い
い
仕
事
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
円
高
に
な
り
始
め
、
２
年
く
ら
い
し
た
ら
、
お
客
様
か
ら
呼
ば
れ
て
、「
が
ん
ば
っ
て

く
れ
た
け
れ
ど
も
、
円
高
に
な
っ
て
日
本
で
も
の
を
つ
く
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
。
台
湾
に
工
場

を
つ
く
っ
た
の
で
金
型
を
全
部
返
し
て
く
れ
。
あ
り
が
と
う
」。
そ
れ
で
お
し
ま
い
に
な
っ
て
し
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ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
も
の
を
つ
く
る
っ
て
何
な
の
か
、
自
分
が
つ
く
っ
た
技
術
を
プ
ロ
テ

ク
ト
す
る
技
術
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
技
術
プ
ロ
テ
ク
ト
に
走
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
出
願
件
数
は
３
０
０
件
を
超
え
、
権
利
化
し
た
技
術
だ
け
で
90
件
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま

す
。
非
常
に
狭
い
範
囲
で
権
利
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
特
許
の
件
数
も
増
え
て
い
る
の
で
す
が
、

最
初
の
足
ヒ
レ
の
あ
と
は
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
と
か
ア
ク
リ
ル
と
か
、
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
く
っ
つ
く
シ

リ
コ
ン
の
よ
う
な
軟
ら
か
い
樹
脂
を
自
社
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
技
術
を
利
用
し
て
、
ソ
ニ
ー
の

プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
ゲ
ー
ム
機
が
あ
り
ま
す
が
、
親
指
で
グ
リ
グ
リ
と
や
る
、
あ
そ
こ

が
私
ど
も
の
特
許
に
な
り
、
全
数
つ
く
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
や
は
り
も
の
を
つ
く
る
の
に
、
ど
ん
ど
ん
自
分
の
考
え
方
で
応
用

展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
と
き
ふ
と
思
い
つ
い
た
の
が
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
成
形

が
当
時
流
行
っ
て
お
り
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の
代
わ
り
に
プ
レ
ス
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
成
形
加
工
で

一
体
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
金
属
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
く
っ
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
な
い
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か
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
て
お
か
し
な
こ
と
を
言
う
の
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ふ

つ
う
金
属
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
絶
対
に
つ
か
な
い
の
で
す
。
つ
か
な
い
か
ら
こ
そ
、
金
型
を
つ
く

っ
て
、
鉄
の
塊
の
な
か
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
流
し
込
ん
で
、
冷
や
し
て
取
り
出
す
と
い
う
行
為
が

で
き
る
わ
け
で
す
。
そ
の
金
属
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
流
し
込
ん
で
く
っ
つ
け
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
開
発
期
間
だ
け
で
２
年
半
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
が
、
金
属
と
樹
脂
を
く
っ
つ
け
る
技
術

が
Ｎ
Ｍ
Ｔ
（
ナ
ノ
モ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
と
い
う
こ
と
で
完
成
し
、
第
１
回
の
ナ
ノ

テ
ッ
ク
大
賞
（
国
際
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
総
合
展
・
技
術
会
議
、nano tech 2004

）
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

簡
単
に
言
う
と
、
金
属
を
化
成
処
理
し
て
、
金
属
の
表
面
に
20
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
か
ら
30
ナ
ノ
メ

ー
タ
ー
の
小
さ
な
デ
ィ
ン
プ
ル
を
つ
く
り
ま
す
。
デ
ィ
ン
プ
ル
を
つ
く
っ
た
も
の
を
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
金
型
の
な
か
に
入
れ
、
樹
脂
を
入
れ
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
樹
脂
が
分
子
サ
イ
ズ
で
金
属

の
な
か
に
は
ま
っ
て
、
結
晶
固
化
し
て
取
れ
ま
せ
ん
。
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こ
れ
を
国
内
で
営
業
し
ま
し
た
。「
金
属
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
く
っ
つ
け
る
技
術
が
で
き
ま
し

た
」
と
言
う
と
、
お
客
様
に
会
っ
て
は
い
た
だ
け
ま
す
。
と
こ
ろ
が
次
に
出
て
く
る
の
は
、「
実

績
が
あ
る
か
」
と
言
わ
れ
る
の
で
す
。「
世
界
で
初
め
て
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ
、
ど
う
で
し
ょ

う
」
と
持
っ
て
行
っ
て
「
実
績
が
あ
る
か
」
と
、
も
う
こ
こ
で
ア
ウ
ト
な
の
で
す
。「
学
校
で
も

教
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
技
術
だ
な
」
と
い
う
の
が
ふ
た
言
目
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
は
海
外
に
向
け
て
技
術
ブ
ー
メ
ラ
ン
を
投

げ
ま
し
た
。
変
な
言
葉
で
す
が
、
ブ
ー
メ
ラ
ン
に
し
て
国
内
で
受
け
入
れ
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま

し
た
。
海
外
メ
ー
カ
ー
は
も
の
す
ご
く
食
い
つ
き
が
い
い
。「
初
め
て
見
た
。
こ
れ
は
お
前
の
と

こ
ろ
だ
け
か
」「
ほ
か
に
持
っ
て
い
っ
て
い
な
い
か
」「
ほ
か
に
絶
対
に
出
す
な
。
俺
た
ち
に
ま
ず

先
に
や
ら
せ
ろ
」。
こ
れ
が
海
外
の
技
術
者
な
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
国
内
は
「
実
績
が
な
い
と
不
安
だ
し
、
ど
こ
か
が
や
っ
て
く
れ
た
ら
、
う
ち
も
や

る
よ
。
そ
の
と
き
に
持
っ
て
き
て
」。
こ
ん
な
状
態
が
ず
っ
と
続
い
た
の
で
す
が
、
私
ど
も
は
海
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外
進
出
し
て
い
ま
し
て
、
中
国
の
東ト

ン

莞ガ
ン

に
そ
の
処
理
を
す
る
ラ
イ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な

が
ら
、
日
本
で
の
引
き
合
い
よ
り
も
圧
倒
的
に
海
外
の
ほ
う
が
多
い
。
現
在
は
、
北
米
で
自
動
車

関
係
を
含
め
て
３
社
、
中
国
で
２
社
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
１
社
、
韓
国
で
２
社
が
ラ
イ
セ
ン
ス
の
話

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
も
国
内
で
雇
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
社
員
を
全
部
外
へ
持
っ
て
い
く
こ
と
は

と
て
も
無
理
な
の
で
、
何
と
か
国
内
で
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
い
ま
一
生
懸
命
努
力
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　

Ｈ
Ｍ
Ｅ
―
―
こ
れ
か
ら
は
ア
ナ
ロ
グ
で
勝
負

服
部　

三
重
県
の
桑
名
市
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
２
代
目
経
営
者
で
す
。
Ｈ
Ｍ
Ｅ
と
い
う

会
社
の
ル
ー
ツ
は
メ
ッ
キ
会
社
で
す
。

　

私
が
大
学
４
年
の
と
き
に
先
代
が
急
死
し
ま
し
て
、
戻
っ
て
き
て
メ
ッ
キ
家
業
を
継
い
だ
の
で
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す
が
、
当
時
22
歳
で
知
識
が
な
か
っ
た
の
で
、
メ
ッ
キ

の
す
ば
ら
し
さ
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
、

メ
ッ
キ
が
は
が
れ
た
と
か
、
公
害
の
温
床
の
よ
う
な
こ

と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
若
か
っ
た
私
は
い
い
面
を

見
い
だ
せ
ず
に
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
将
来
が
開
け
な

い
と
い
う
間
違
っ
た
考
え
か
ら
、
別
に
新
規
事
業
を
始

め
ま
し
た
。
１
９
８
５
年
、
ち
ょ
う
ど
プ
ラ
ザ
合
意
の

あ
た
り
か
ら
新
し
い
事
業
を
始
め
た
の
が
、
現
在
の
Ｈ

Ｍ
Ｅ
が
で
き
る
き
っ
か
け
で
す
。

　

経
営
資
源
が
な
く
、
全
く
技
術
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

い
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
周
り
を
使
お
う
と
い
う

服部氏
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こ
と
で
、
産
学
連
携
あ
る
い
は
企
業
間
連
携
、
人
と
の
連
携
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

半
導
体
製
造
装
置
部
品
の
精
密
加
工
と
か
、
フ
ロ
ー
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
分
析
装
置
と
か
抵
抗
率

計
と
か
、
メ
ッ
キ
と
お
よ
そ
関
係
の
な
い
事
業
に
出
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
、
外
部
連
携
を
ま
さ
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
新
し
い
芽
を
起
こ
し
、
新

規
事
業
を
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
い
ま
は
メ
ッ
キ
部
門
が
社
員
数
で
60
人
ほ
ど
、
メ
ッ
キ
以
外
の

部
門
は
80
人
で
す
か
ら
、
す
で
に
古
い
本
業
よ
り
新
し
い
事
業
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

特
に
技
術
的
な
強
み
は
、
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
、
こ
れ
は
半
導
体
で
は
な
い
の
で
す
が
、
半
導
体

に
近
い
プ
ロ
セ
ス
で
素
子
を
ア
ナ
ロ
グ
的
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の
半
導
体
ベ
ー
ス
の
セ
ン

サ
ー
に
比
べ
て
約
10
倍
以
上
の
出
力
が
出
る
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
を
、
東
北
学
院
大
学
の
先
生
と
共

同
で
研
究
開
発
し
、
昨
年
、
世
界
特
許
を
出
願
す
る
ま
で
に
至
り
ま
し
た
。
昨
日
も
非
常
に
大
き

な
会
社
の
倒
産
の
話
が
出
て
い
ま
し
た
が
、 

中
小
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
で
は
勝
て
な
い
の
で
、
あ
く
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ま
で
も
大
企
業
で
は
手
が
出
な
い
繊
細
な
戦
略
ア
ナ
ロ
グ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
勝
負
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
っ
た
展
開
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ
―
―
基
本
は
顧
客
満
足

青
木　

私
は
ち
ょ
う
ど
16
年
前
に
会
社
を
創
業
い
た
し
ま
し
た
。
商
社
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
た

ま
た
ま
１
９
９
４
年
、
英
国
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
山
の
な
か
で
水
を
つ
く
る
工
場
を
訪
ね
る
こ
と
が

で
き
、
そ
こ
で
非
常
に
強
い
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
か
ね
が
ね
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
飲

料
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
ろ
う
と
、
そ
の
日
に
自
分
で
決
め
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
２
年
ほ
ど
い

ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
適
地
は
ど
こ
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
入
り
ま
し
た
。
関
東
で
一
番
水
が
豊
富
で
水

質
も
よ
い
、
何
よ
り
も
競
合
す
る
企
業
が
一
番
多
い
と
こ
ろ
。
こ
こ
だ
な
と
い
う
直
感
で
、
群
馬

県
の
高
崎
で
新
幹
線
を
降
り
ま
し
た
。
土
地
を
訪
ね
歩
き
、
幸
い
に
も
適
地
の
賃
貸
の
話
が
あ
り
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ま
し
た
。

　

次
に
、
や
は
り
お
客
様
で
す
。
お
客
様
に
ど
う
お
話

し
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
に
は
私
ど
も
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
が
少
し
で
も
な
け
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ

う
。
そ
し
て
ご
満
足
い
た
だ
く
に
は
、
そ
の
成
果
に
関

し
て
間
違
い
な
く
品
質
上
の
保
証
も
で
き
る
状
況
が
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
顧
客
づ
く
り
を
一
生

懸
命
考
え
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
一
番
必
要
な
の
は
設
備
で
す
。
さ
て
、
そ

の
お
金
を
ど
う
す
る
か
。
個
人
の
お
金
で
で
き
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
や
は
り
信
用
の
背
景
、
信
用

そ
の
も
の
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私

青木氏
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は
仲
間
を
集
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
95
年
の
１
年
間
を
か
け
、
一
緒
に
や
っ
て
も
ら
え
る
パ
ー

ト
ナ
ー
を
、
友
人
や
人
材
バ
ン
ク
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
５
人
集
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
フ

ラ
ン
ス
の
も
の
が
中
心
で
、
エ
ビ
ア
ン
、
ボ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
が
日
本
で
売
り
出
さ
れ
た
こ
ろ
で
し
た
。

日
本
は
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
を
自
主
規
制
し
て
お
り
、
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
間
違
い
な

く
日
本
に
お
い
て
も
こ
れ
は
解
禁
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
を
一
歩
先
に
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
少
な
く
と
も
お
客
様
を
開
拓
す
る
と
き
に
門
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
、
英

国
の
帰
り
に
イ
タ
リ
ア
に
行
き
、
１
年
後
に
導
入
し
た
い
か
ら
ぜ
ひ
頼
む
と
い
う
話
を
し
な
が
ら

日
本
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

　

私
は
外
部
と
の
連
携
な
し
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
は
全
く
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぐ
ら
い

重
要
な
こ
と
で
し
た
。
創
業
と
い
う
の
は
非
常
に
多
難
で
す
か
ら
、
明
日
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
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れ
に
は
や
は
り
力
の
あ
る
企
業
と
組
ん
で
、
創
業
の
荒
波
の
な
か
を
漕
い
で
い
か
な
く
て
は
い
け

な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
１
部
上
場
の
会
社
を
２
社
選
び
、
い
ま
申
し
あ
げ
た
よ
う
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
差
し

上
げ
ま
し
た
。
１
社
は
、
こ
れ
か
ら
生
産
上
の
問
題
に
お
い
て
の
関
心
が
あ
る
こ
と
も
調
査
で
わ

か
り
ま
し
た
の
で
、
生
産
技
術
上
の
提
携
を
し
ま
し
た
。
当
時
、
お
茶
を
製
造
す
る
こ
と
は
特
許

で
保
護
さ
れ
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
受
け
な
い
と
お
茶
が
で
き
な
か
っ
た
。
生
産
技
術
の
提
携
を
結
び
、

ラ
イ
セ
ン
ス
が
な
く
て
も
自
分
で
つ
く
り
た
い
お
茶
を
つ
く
れ
る
状
況
を
つ
く
っ
て
あ
げ
よ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
私
ど
も
が
つ
く
る
工
場
で
生
産
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
１
社
は
、
商
品
企
画
を
ご
提
案
し
ま
し
た
。
公
知
事
実
で
す
か
ら
申
し
あ
げ
ま
す
と
、
こ

れ
は
「
桃
の
天
然
水
」
で
し
た
。
あ
れ
が
開
発
さ
れ
た
早
々
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時
は
ま
だ
缶
し

か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
透
明
ペ
ッ
ト
で
「
桃
の
天
然
水
」
を
市
販
さ

れ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
よ
と
提
案
し
ま
し
た
。



78

　

こ
の
二
つ
は
、
外
部
提
携
と
し
て
は
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
提
携
な
し
に

は
創
業
の
難
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
２
社

が
私
ど
も
と
一
緒
に
な
っ
て
歩
ん
で
い
る
こ
と
を
金
融
機
関
が
知
っ
て
、
融
資
の
道
が
少
し
ず
つ

開
け
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
６
社
か
ら
も
投
資
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
ま
だ
、
図
面
の
な
か
の
構
想
で
し
か
な
か
っ
た
段
階
で
会
社
を
３
０
０
０
万
円
で

登
記
し
、
５
年
目
で
３
億
円
ほ
ど
の
資
本
金
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
60
歳
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
て
、
10
年
後
の
売
上
を
１
０
０
億
円
に
す
る
こ
と
を
目
論
ん
で
い
ま
し
た
が
、
お
約
束
通
り

５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ど
こ
よ
り
も
早
く
市
場
に
出
し
、
１
年
目
の
売
上
が

20
億
円
、
４
年
目
で
53
億
円
、
６
年
目
で
１
０
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
の
間
の
設
備

投
資
が
73
億
円
で
、
毎
年
７
億
円
ほ
ど
償
却
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
利
益
は
な
か
な
か

出
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
で
何
と
か
や
っ
て
き
ま
し
た
。
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一
番
の
基
本
は
何
か
と
い
う
と
、
顧
客
の
満
足
だ
と
思
い
ま
す
。
顧
客
に
い
か
に
満
足
を
覚
え

て
い
た
だ
く
か
。
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
が
ど
う
や
っ
て
実
現
で
き
る
か
。
満
足
と
い
う
の
は
精
神
的

な
満
足
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
申
し
あ
げ
た
よ
う
に
必
ず
経
済
効
果
、
成
果
と
い
う
も
の
を
伴

っ
て
い
な
い
と
続
き
ま
せ
ん
。

　

産
学
連
携
に
つ
い
て
は
、
素
材
、
原
料
の
開
発
を
群
馬
大
学
と
や
り
ま
し
た
。
い
ま
も
や
っ
て

い
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
私
ど
も
の
企
業
活
動
に
お
い
て
は
本
当
に
身
近
な
問
題
と
し
て
、

そ
れ
な
し
に
は
今
日
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

言
っ
て
み
れ
ば
私
ど
も
の
会
社
が
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
、
お
客
様
か
ら
の
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
に
対
し
て
少
な
か
ら
ず
お
応
え
が
で
き
た
こ
と
、
外
部
連

携
の
な
か
に
わ
れ
わ
れ
企
業
が
生
き
て
い
け
る
大
き
な
背
景
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
16
年
目
で
す
が
、
20
年
目
で
上
場
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

を
通
過
し
て
か
ら
、
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き
た
い
。
や
っ
と
い
ま
少
し
落
ち
着
い
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て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
考
え
た
と
き
に
、
私
は
や
は
り
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
う
理
念
を
こ

れ
か
ら
は
ま
す
ま
す
強
く
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
四
半
期
報
告
会
も
も

う
10
年
目
で
す
。
こ
う
し
て
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
信
頼
が
生
ま
れ
、
投
資
活
動

も
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

タ
ニ
タ
―
―
健
康
を
は
か
る

谷
田　

タ
ニ
タ
と
言
え
ば
、
お
そ
ら
く
い
ま
は
、「
丸
の
内
タ
ニ
タ
食
堂
」、
も
し
く
は
ミ
リ
オ
ン

セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
、
レ
シ
ピ
本
『
体
脂
肪
計
タ
ニ
タ
の
社
員
食
堂
』
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

メ
イ
ン
の
事
業
は
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
や
体
脂
肪
計
、
体
組
成
計
を
つ
く
っ
て
い
る
企
業
で
す
。

　

外
部
と
の
連
携
と
い
う
こ
と
で
少
し
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
例
え
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
。

当
社
は
製
造
業
で
す
の
で
全
く
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
外
部
と
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
み
推
進

し
て
い
ま
す
。
本
に
関
し
て
も
当
然
、
つ
く
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ
も
大
和
書
房
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さ
ん
と
進
め
た
と
い
う
形
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
外
部

の
方
と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
体
組
成
計
の
ほ
か
、
メ

ン
タ
ル
的
な
ケ
ア
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
睡
眠
計
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
１
０
０
点
が
よ

く
眠
れ
て
、
０
点
が
よ
く
眠
れ
て
い
な
い
と
い
う
よ
う

な
数
値
で
評
価
す
る
も
の
で
、
企
業
で
購
入
し
て
も
、

個
人
で
購
入
し
て
も
、
う
つ
病
な
ど
の
早
期
の
発
見
や

予
防
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
商
品
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
デ
ジ
タ
ル
尿
糖
計
は
、
血
を
採
ら
な
い

谷田氏
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で
糖
尿
病
予
備
軍
の
方
や
、
健
康
で
も
な
く
病
気
で
も
な
い
方
を
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。
高
度
な
セ

ン
サ
ー
を
使
い
、
血
糖
値
と
相
関
の
あ
る
尿
糖
値
を
検
出
し
、
ト
イ
レ
で
直
接
セ
ン
サ
ー
に
尿
を

か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
発
見
に
役
立
つ
と
い
う
商
品
で
す
。

　

公
的
機
関
に
よ
る
技
術
の
実
証

元
橋　

各
社
の
ト
ッ
プ
か
ら
非
常
に
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
思
う
の
で
す
が
、
少
し
焦

点
を
絞
っ
て
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
中
野
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
大
成
プ
ラ
ス
で
す
。
特
許
・
知
財
の
問
題
で
、
最
初
の
成
形
加
工
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
、

自
分
の
技
術
の
権
利
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
き
ち
っ
と
し

た
技
術
ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
技
術
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
そ
の

な
か
で
外
部
連
携
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
お
話
し
く
だ
さ
い
。
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成
富　

冒
頭
に
も
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
足
ヒ
レ
で
金

型
を
持
っ
て
い
か
れ
た
と
い
う
手
痛
い
経
験
が
あ
っ
て
、

な
か
な
か
人
を
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

安
心
し
て
技
術
的
な
こ
と
を
含
め
て
ご
相
談
で
き
る
と

こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
く
っ
つ
く
こ
と
を
見
つ
け

出
し
た
と
き
に
、
バ
ケ
ツ
を
四
つ
用
意
し
て
、
そ
の
バ

ケ
ツ
の
な
か
で
実
験
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
な

事
業
と
い
う
か
、
技
術
に
な
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
量
産
化
に
持
っ
て
い
け
る
か
と

考
え
た
と
き
に
、
た
ま
た
ま
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
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構
）
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
話
を
持
っ
て
い
っ
た
ら
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
話
が
進
み
、
約
１
億
円
の
助
成
金
が

出
ま
し
た
。
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
群
馬
県
の
太
田
に
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
っ
た
の
で
す
。
そ
の
プ
ラ
ン

ト
が
い
ま
も
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
技
術
ベ
ー
ス
が
で
き
あ
が
り
、
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ

ス
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
１
年
ち
ょ
っ
と
で
か
な
り
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
私
ど
も
は
胸
を
張
っ
て
言
う
の
で
す
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
助
成
金
を
全
額
返
済
し
た
の

で
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
お
金
は
だ
い
た
い
皆
さ
ん
は
も
ら
い
っ
ぱ
な
し
で
返
し
て
い
か
な
い
の
で
、

こ
の
間
の
政
府
の
事
業
仕
分
け
の
と
き
も
お
お
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
担
当
者
が
お

見
え
に
な
り
、
ど
こ
か
ら
お
金
が
入
っ
て
ど
う
な
っ
た
か
、
き
ち
ん
と
返
し
た
と
い
う
資
料
を
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
で
、「
２
番
じ
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
か
」
と
言
っ
た
議
員
に
見
せ
た
と
い
う
逸

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
私
ど
も
を
中
小
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
言
わ
れ
る
の
で
す
が
、
実
際
は
ア
ド
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ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
の
で
す
。

　

技
術
は
で
き
た
の
で
す
が
、
今
度
は
そ
れ
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
に
持
っ
て
い
く
と
、
信
頼
が

な
い
。
お
前
の
と
こ
ろ
で
つ
く
っ
た
技
術
だ
な
、
お
前
の
と
こ
ろ
の
デ
ー
タ
だ
よ
な
、
こ
れ
を
ど

う
や
っ
て
評
価
す
る
の
か
と
言
わ
れ
る
と
、
も
う
そ
こ
で
詰
ま
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
早
稲
田
大
学
で
産
総
研
（
産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
を
紹
介
さ
れ
、「
産
総
研
は
、
世

界
的
に
も
最
高
基
準
の
技
術
解
析
が
で
き
る
国
の
機
関
だ
。
そ
こ
へ
行
っ
て
相
談
し
ろ
」
と
い
う

話
に
な
っ
て
、
産
総
研
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

　

産
総
研
で
は
、「
こ
の
技
術
は
す
ご
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
半
年
で
国
の
予
算
が
付
き

ま
し
た
。
産
総
研
が
、
中
小
企
業
の
技
術
を
実
証
す
る
技
術
折
り
紙
付
き
事
業
の
形
で
わ
れ
わ
れ

の
技
術
を
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
た
だ
い
て
、
半
年
後
に
は
金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
く
っ
つ
く
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
、
非
常
に
立
派
な
レ
ポ
ー
ト
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
持
っ
て
行
き
ま
し
た
ら
、
途
端
に
こ
れ
は
す
ご
い
と
い
う
話
に
変
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わ
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ま
、
私
ど
も
は
40
人
足
ら
ず
の
会
社
で
、
二
つ
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら

テ
ィ
ア
１
と
い
う
１
次
下
請
け
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
通
常
あ
り
得
な
い
こ
と
で
、

サ
ン
プ
ル
を
持
っ
て
い
っ
て
資
料
を
お
渡
し
し
て
、
翌
日
も
う
１
回
来
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
呼
ば
れ
て
行
っ
た
ら
、
口
座
開
設
書
類
と
資
料
が
入
っ
て
い
る
か
ら
、
サ
イ
ン
し
て
書
き
込
め

ば
、
出
入
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
と
い
う
こ
と
で
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
や
は
り

技
術
に
対
す
る
理
論
や
デ
ー
タ
の
裏
付
け
が
し
っ
か
り
で
き
て
初
め
て
大
手
企
業
は
目
を
向
け
る

と
い
う
こ
と
で
、
私
ど
も
は
連
帯
と
い
う
よ
り
も
、
技
術
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
付
け
加
え
る
と
、
新
し
い
技
術
は
規
格
が
な
い
の
で
す
。
金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

く
っ
つ
け
ま
す
と
言
っ
て
も
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
も
な
い
の
で
す
。
こ
れ
で
世
界
基
準

に
持
っ
て
い
こ
う
と
し
て
も
、
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
大
手
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
対
し
て
も
、
Ｇ
Ｍ
に
行
っ
た
り
、
フ
ォ
ー
ド
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ス
タ
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ン
ダ
ー
ド
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
の
す
ご
く
困
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
対
処
で

き
る
よ
う
、
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ
に
ご
相
談
し
な
が
ら
、
ご
指
導
を
仰
い
で
い
る
状
況
で
す
。

　

大
企
業
が
捨
て
た
技
術
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
た
い

元
橋　

服
部
社
長
も
、
や
は
り
製
造
・
技
術
を
ベ
ー
ス
に
会
社
を
大
き
く
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
先

ほ
ど
、
東
北
学
院
大
学
と
の
連
携
と
い
う
話
も
出
た
一
方
で
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
シ
ー
ト
に
は
「
一

般
論
と
し
て
、
産
学
連
携
は
大
学
の
研
究
（
シ
ー
ズ
）
と
下
請
け
型
の
中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
が
す

れ
違
っ
て
、
有
効
で
は
な
い
」
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
も
し
「
こ
う
い
う
と
き
は
う
ま
く
い

く
」
と
い
う
話
が
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

服
部　

私
は
三
重
県
で
す
が
、
東
海
地
方
は
や
は
り
自
動
車
産
業
の
集
積
地
区
で
、
中
小
の
製
造

業
の
多
く
は
自
動
車
関
連
の
下
請
け
企
業
で
す
。
三
重
県
の
鈴
木
知
事
も
、
地
元
の
中
小
企
業
の

活
性
化
を
一
番
に
挙
げ
ら
れ
、
世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
下
請
け
型
が
多
い
た
め
、
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お
客
様
か
ら
図
面
を
１
枚
も
ら
え
ば
そ
れ
に
基
づ
い
て
安
く
て
い
い
も
の
を
つ
く
る
技
術
は
あ
る

け
れ
ど
、
自
分
か
ら
の
提
案
力
が
な
い
。

　

３
年
前
、
三
重
大
学
に
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
社
会
人
を
呼

ん
で
き
て
、
三
重
県
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
い
う
動
き
の
一
環
で
す
。
私
ど
も
は

大
学
の
先
生
方
と
い
ろ
い
ろ
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
、
最
近
、
技
術
的
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し

た
た
め
に
大
学
と
の
共
同
研
究
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
大
企
業
の
も

の
づ
く
り
の
下
請
け
の
位
置
に
い
る
の
で
、
な
か
な
か
企
業
経
営
者
も
大
学
の
先
生
と
マ
ッ
チ
ン

グ
す
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。
大
学
の
先
生
の
持
っ
て
い
る
研
究
と
い
う
の
は
、

や
は
り
本
当
の
も
の
づ
く
り
下
請
け
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
つ
ら
い
の
か
な
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
日
は
経
団
連
の
大
企
業
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
私
の
経
験
か
ら
、
連
携
に
つ

い
て
少
し
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
実
は
当
社
の
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
大
企
業
が



89 パネルディスカッション

捨
て
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
大
企
業
は
景
気
が
い
い
と
き
に
い
ろ
い
ろ
な
新
規
事
業
を
さ
れ
ま
す
が
、

当
然
、
景
気
が
悪
く
な
る
と
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
っ
て
や
め
る
事
業
も
出
て
く
る
。
そ
こ

に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
わ
け
で
、
会
社
の
経
営
都
合
で
閉
め
て
、
社
員
た
ち
は
張
り
合
い
の

な
い
目
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

私
の
経
験
か
ら
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
大
企
業
の
新
規
事
業
部
門
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
会
社
は
自
社
の
景
気
判
断
で
新
規
事
業
を
止
め
ま
し
た
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
成
員
達
は
今
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
技
術
が
こ
こ
で
終
わ
る
の
も
、
技
術
屋
と
し
て
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。
事
業
終

息
に
と
も
な
い
メ
ン
バ
ー
も
違
う
部
署
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｃ
（
サ
タ
デ
ー
、
サ
ン
デ

ー
、
カ
ン
パ
ニ
ー
）
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
や
り
残
し
の

技
術
の
完
成
を
目
指
し
、
土
日
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
私
の
お
客
様
の
会
社
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
せ
っ
か
く
な
ら
そ
の
技
術
を
お
金
と
い

う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
、
そ
の
た
め
に
セ
ン
サ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
を
設
立
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し
ま
し
ょ
う
よ
と
提
案
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
日
本
の
会
社
で
は
二
足
の
わ
ら
じ
は
履
け
な

い
の
で
、
そ
れ
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

問
題
は
、
そ
の
大
企
業
が
本
当
に
捨
て
た
の
か
、
わ
れ
わ
れ
が
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
ハ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
こ
は
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
で
す
が
、

結
局
、
そ
れ
は
捨
て
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
二
足
の
わ
ら
じ
が
履
け
な
い
な
ら
、
投
資
を
し
て
く
だ
さ
い
と
申
し
あ
げ
て
、
土
日

に
ネ
ッ
ト
で
開
発
を
し
た
も
の
を
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
セ
ン
サ
ー
を
わ
れ

わ
れ
の
会
社
の
な
か
で
、
新
し
い
事
業
と
し
て
商
品
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
つ

く
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
売
れ
な
い
。
世
の
中
に
は
す
で
に
あ
る
事
業
だ
っ
た
の
で
す
。
で
も
、

お
客
様
は
も
の
す
ご
く
大
き
な
会
社
で
す
か
ら
、
ネ
ー
ム
ブ
ラ
ン
ド
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
る
程

度
は
売
れ
る
と
目
算
し
て
い
た
の
で
す
。
私
ど
も
は
５
、
６
年
試
行
錯
誤
し
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し

て
、
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
個
別
の
お
客
様
へ
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
す
る
こ
と



91 パネルディスカッション

で
、
か
な
り
大
き
く
伸
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｃ
に
初
め
て
の
配
当
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
株
主
の
奥
さ
ん
か
ら
も
「
お
父
さ
ん
、
投
資
し
て
や
っ
と
戻
っ
て
く
る
ね
」
と
い
う
状
況

が
今
年
初
め
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

大
企
業
が
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
捨
て
た
事
業
を
、
中
小
企
業
で
あ
れ
ば
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
も
少

な
い
し
、
身
軽
で
す
し
、
ま
た
非
常
に
細
か
な
応
用
も
で
き
る
、
提
案
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

は
、
大
企
業
で
は
継
続
困
難
な
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
、
中
小
企
業
に
Ｍ
＆
Ａ
に
よ
り
譲
渡
す
れ
ば
事
業

の
継
続
ど
こ
ろ
か
発
展
の
可
能
性
も
出
て
く
る
。
私
の
友
人
で
、
大
企
業
が
不
採
算
で
止
め
た
活

性
炭
事
業
を
、
自
身
が
会
社
を
退
職
し
、
単
独
資
金
で
そ
の
活
性
炭
事
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
た
と

こ
ろ
、
２
０
０
６
年
か
ら
わ
ず
か
5
年
で
35
億
円
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
に
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
大
企
業
は
撤
退
し
た
事
業
で
す
か
ら
、
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
起
こ
さ
な
い
の

で
す
。

　

産
学
連
携
は
、
前
に
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
下
請
型
中
小
企
業
の
レ
ベ
ル
と
大
学
と
の
レ
ベ
ル
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が
合
わ
ず
、
時
間
と
費
用
も
か
か
る
。
し
か
し
、
大
企
業
が
撤
退
し
た
事
業
の
な
か
に
は
、
中
小

企
業
で
あ
れ
ば
コ
ス
ト
的
、
戦
略
的
に
も
再
事
業
化
で
き
る
案
件
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
加
え

て
大
企
業
で
そ
の
事
業
に
関
係
し
た
人
材
ご
と
Ｍ
＆
Ａ
す
れ
ば
、
下
請
型
中
小
企
業
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
、
自
立
化
に
も
大
い
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

顧
客
と
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
わ
っ
て
い
く

元
橋　

今
度
は
ハ
ル
ナ
グ
ル
ー
プ
の
青
木
代
表
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
事
業

の
ご
紹
介
を
い
た
だ
い
た
と
き
に
、
お
金
が
出
て
く
る
源
泉
は
お
客
様
に
あ
る
の
で
、
顧
客
満
足

が
大
事
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
、
非
常
に
説
得
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
お
客
様
は
企
業
の
お
客
様
か
、
そ
れ
と
も
一
般
消
費
者
か
。
ま
ず
は
、
ど
ち
ら
の

お
客
様
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
と
い
う
話
と
、
先
ほ
ど
成
富
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

よ
う
に
、
お
客
様
の
大
企
業
が
、
自
分
で
や
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。
そ
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の
あ
た
り
を
も
う
少
し
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

青
木　

私
ど
も
は
ち
ょ
う
ど
16
年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
前
半
の
６
、
７
年
目
で
一
区
切
り
し

て
、
経
営
の
課
題
を
変
え
ま
し
た
。
市
場
も
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

最
初
の
７
年
間
は
も
の
す
ご
い
形
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
容
器
が
成
長
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
の

１
９
９
６
年
に
お
い
て
は
容
器
の
63
％
く
ら
い
が
缶
で
、
ペ
ッ
ト
は
20
％
に
い
っ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
容
器
が
解
禁
に
な
る
時
間
が
１
年
間
、
私
の
予
想
よ
り

も
遅
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
ペ
ッ
ト
の
生
産
工
場
が
日
本
全
体
で
３
０
０
社
く
ら
い
。
い
ま
も

そ
れ
く
ら
い
で
す
が
、
私
は
最
後
発
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
５
０
０
を
解
禁
時
に
オ
ー
プ
ン
で

き
た
の
は
、
上
位
の
11
社
の
な
か
の
５
、
６
社
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぐ
ら
い
難
し
い
判
断
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
１
年
前
に
お
い
て
い
ま
し
た
か
ら
、
十
分
に
準
備
が

で
き
た
。
そ
の
間
に
自
社
工
場
が
な
い
２
社
に
狙
い
を
定
め
て
提
案
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
幸
い

に
ペ
ッ
ト
と
い
う
容
器
が
非
常
に
す
ば
ら
し
く
成
長
し
ま
し
て
、
当
時
は
ま
だ
丸
し
か
な
か
っ
た
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の
が
、
四
角
に
な
り
、
六
角
に
な
り
、
八
角
に
な
り
、
ま
さ
に
ペ
ッ
ト
多
様
化
の
時
代
が
き
た
の

で
す
。
そ
の
段
階
で
２
社
は
私
ど
も
と
の
提
携
で
こ
れ
が
で
き
、
５
０
０
が
完
全
に
市
場
に
出
回

る
の
に
そ
れ
か
ら
４
、
５
年
か
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
間
に
確
実
に
市
場
を
先
取
り
で
き
た
の

で
す
。

　

競
争
の
な
か
に
入
っ
て
い
き
ま
す
と
、
顧
客
満
足
と
い
う
も
の
は
必
ず
変
わ
っ
て
く
る
も
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
創
業
か
ら
５
年
く
ら
い
の
間
は
、
少
な
く
と
も
市
場
を
先
取
り
で
き

た
わ
け
で
す
か
ら
、
２
社
と
の
関
係
に
お
い
て
、
次
な
る
提
携
、
次
な
る
開
発
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
の
売
上
げ
の
60
％
く
ら
い
を
２
社
で
、
40
％
く
ら
い
は
さ
ま
ざ
ま
な
企

業
と
い
う
構
成
で
し
た
。

　

そ
う
い
う
形
で
幸
い
に
今
日
ま
で
ず
っ
と
続
き
、
売
上
げ
１
０
０
億
円
を
６
年
目
で
実
現
し
た

と
き
に
、
こ
こ
か
ら
時
代
は
変
わ
る
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン

ド
へ
完
全
に
市
場
を
移
し
ま
し
た
。
15
年
目
に
お
い
て
は
、
こ
の
２
社
の
売
上
げ
は
約
30
％
に
な
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り
ま
し
た
が
、
最
大
の
資
産
は
こ
の
２
社
と
も
私
ど
も
の
株
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
、
い
い
関
係

が
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
大
変
に
あ
り
が
た
い
。
課
題
は
変
わ
っ
て
も

関
係
は
深
ま
っ
て
い
く
と
い
う
選
択
を
、
そ
れ
以
降
は
と
っ
て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
に
で
き
る
生

産
技
術
上
の
品
質
と
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
当
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
形
で
、
こ
の
２
社

に
お
応
え
し
て
い
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
で
す
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
企
業
は
皆
、

研
究
所
を
お
持
ち
で
す
が
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の
お
客
様
は
流
通
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
々

で
す
か
ら
、
研
究
開
発
か
ら
商
品
開
発
ま
で
の
部
門
を
、
お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
が

そ
う
い
う
も
の
を
ど
ん
ど
ん
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
関
係
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
企
画
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
ど
も
の
工
場
で
な
い
と
生
産
が
で

き
な
い
関
係
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

い
ま
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
は
四
十
数
社
に
な
っ
て
、
１
社
１
社
開
発
を
し
て
、
共
同
開
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発
が
60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
飲
料
と
い
う
も
の
は
、
ど
こ
で
つ
く
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
も
の
が

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
化
し
、
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
し
て
い
っ
た
現
場
と
い
う
も
の
を
考
え
ま
す
と
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
す
。
や

は
り
私
ど
も
と
顧
客
企
業
と
の
関
係
が
、
あ
る
意
味
、
極
め
て
深
ま
っ
て
い
る
状
況
は
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
と
切
り
崩
し
は
難
し
い
。
そ
う
い
う
関
係
を
つ
く
り
上
げ
る
の
を
、

私
は
大
き
な
課
題
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
な
か
な
か
計
算
ど
お
り
に
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
お
客
様
満
足
は
常
に
提
供
し
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
き
ま
し
た
。
10
対
90
く
ら
い
の
力
関
係
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
て
、

私
ど
も
の
自
己
犠
牲
で
あ
る
程
度
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
イ
ー
ブ
ン
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
は
そ
れ
だ
け
価
値
の
あ
る
も
の
を
ご
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
顧
客
満
足
と
い
う
思
考

の
方
向
は
全
く
変
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
双
方
の
在
り
方
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
少
し
ず
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つ
変
わ
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
気
が
し
ま

す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
や
は
り
自
社
で
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
つ
く
り
上
げ
て
貢
献

す
る
こ
と
を
、
一
段
と
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

元
橋　

顧
客
満
足
を
追
求
し
て
い
く
と
、
顧
客
と
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
も
ど
ん
ど
ん
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
変
わ
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
な
か
で
、
相
対
的
な
交
渉
力
と
申
し
ま
す
か
、
そ

う
い
う
も
の
も
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
非
常
に
深
い
話
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

食
を
通
じ
た
健
康
が
当
社
の
サ
バ
イ
バ
ル
に
な
る

元
橋　

谷
田
社
長
は
、
丸
の
内
タ
ニ
タ
食
堂
と
か
本
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
な

か
で
、
当
然
、
新
規
事
業
は
外
部
連
携
が
な
い
と
で
き
な
い
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
回
の
レ
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ス
ト
ラ
ン
業
へ
の
進
出
は
、
本
業
と
の
関
係
で
い
う
と
、
ど
う
い
う
ご
判
断
が
あ
っ
て
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

谷
田　

社
長
を
交
代
す
る
と
き
に
、
長
期
視
点
に
立
ち
ま
し
て
、
ま
ず
は
日
本
に
倒
れ
て
い
た
だ

い
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
日
本
自
体
が
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
当

社
も
長
期
的
に
見
て
法
人
税
が
い
く
ら
に
な
り
ま
す
と
言
わ
れ
た
ら
、
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。

　

当
社
は
漢
方
で
い
う
未
病
（
健
康
と
病
気
の
間
）
の
お
客
様
を
対
象
に
し
た
商
品
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
デ
ジ
タ
ル
尿
糖
計
で
あ
っ
た
り
、
睡
眠
計
で
あ
っ
た
り
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
で

あ
っ
た
り
と
い
う
、
も
の
自
体
が
基
本
的
に
は
健
康
に
役
立
つ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
幸
運
に
も
本
が
ヒ
ッ
ト
し
、
お
客
様
の
声
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ま
の
飲

食
産
業
を
見
ま
す
と
、
生
意
気
の
よ
う
で
す
が
、
基
本
的
に
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
の
は
50
な
り
60

な
り
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
、
少
し
で
も
客
単
価
を
上
げ
て
回
転
率
を
上
げ
て
、
売
上
げ
を
上

げ
よ
う
と
い
う
状
態
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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こ
れ
は
消
費
者
の
健
康
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
自
殺
行
為
を
強
い
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
日
本
国
民
、
わ
れ
わ
れ
も
含
め
て
で
す
が
、
も
う
少
し
健
康
に
気
を
つ
け
て

食
事
を
し
て
い
か
な
い
と
、
そ
の
結
果
は
医
療
費
が
１
兆
円
ず
つ
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

も
う
見
え
て
い
ま
す
。
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
誰
も
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ

の
状
況
で
模
倣
さ
れ
て
も
全
く
か
ま
わ
な
い
か
ら
、「
健
康
と
い
う
こ
と
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

る
こ
と
で
す
」
と
い
う
提
案
を
行
っ
て
い
け
ば
、
お
客
様
の
健
康
に
も
貢
献
し
、
会
社
の
サ
バ
イ

バ
ル
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
と
は
、
今
日
皆
様
の
お
話
を
聞
い
て
い
て
思
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
も
社
長
に
就
い
て
か
ら

４
年
目
で
、
新
規
事
業
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
す
。
当
然
、
上
場
企
業
の
社
長
に
な
れ
る
な

ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
せ
失
敗
す
る
な
ら
早
い
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
、
こ
こ
ま
で
１
８
０
度
ふ
れ
た
新
規
事
業
を
や
れ
ば
、
社
員
の
企
画
立
案
に
お
け

る
思
考
の
枠
も
と
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
自
分
と
し
て
も
結
果
が
見
え
る
の
で
、
自
分
の
実
力
も
測
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れ
ま
す
。
そ
の
辺
の
理
由
が
あ
っ
て
、
思
い
切
っ
て
や

っ
た
と
い
う
の
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

元
橋　

非
常
に
元
気
の
出
る
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と

思
い
ま
す
。
で
は
中
野
先
生
、
い
ま
ま
で
の
多
様
な
お

話
を
ま
と
め
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

中
堅
企
業
か
ら
大
企
業
へ

中
野　

中
堅
企
業
は
何
が
一
番
き
つ
い
か
。
先
ほ
ど
山

本
製
作
所
の
社
長
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う
に
、
資

金
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
人
、
金
、
モ
ノ
、
情
報
の
経

営
資
源
が
大
企
業
に
比
べ
る
と
は
る
か
に
厳
し
い
状
況

中野委員
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に
あ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
新
規
事
業
を
行
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
今

回
登
壇
さ
れ
た
企
業
ト
ッ
プ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
外
部
連
携
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
外
部
連
携
に
は
よ
く
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
一
応
説
明
し
て
お
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
う
点
が
２
点
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
点
目
は
、
い
わ
ゆ
る
技
術
面
で
す
。
こ
こ
に
登
壇
さ

れ
て
い
る
企
業
は
主
に
技
術
ベ
ー
ス
の
企
業
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
相

手
企
業
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
具
体
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
つ
く
り
込
ん
で
い
く
の
か

と
い
う
た
め
の
外
部
連
携
も
あ
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
技
術
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
も
の
で
す
。

　

先
ほ
ど
Ｈ
Ｍ
Ｅ
の
社
長
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
自
社
で
技
術
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
中
堅
企
業
と
し
て
、
大
企
業
に
足
り
て
い
な
い
技
術
を
ど
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
せ
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
の
外
部
と
の
連
携
。
あ
る
い
は
、
基
本
的
に
中
堅
企
業
と
い
う
規
模
に
な
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り
ま
す
と
、
す
で
に
自
社
で
非
常
に
強
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
な
か
で
、
そ
の
技
術
を
次
の
新
技

術
に
ど
う
汲
み
上
げ
て
い
く
の
か
。
そ
の
ま
ま
の
技
術
で
は
新
し
い
と
こ
ろ
に
打
っ
て
出
ら
れ
な

い
の
で
す
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
高
め
て
い
け
ば
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
。
こ

う
い
う
と
こ
ろ
で
外
部
連
携
を
模
索
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
今
日
の
大
成
プ
ラ
ス
、
Ｈ
Ｍ
Ｅ

は
そ
の
よ
う
な
形
で
の
外
部
連
携
を
実
際
に
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

産
総
研
や
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
中
小
企
業
と
し
て
ま
だ
外
で
は
認
め
ら
れ
て
い

な
い
、
な
か
な
か
規
格
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
な
か
で
、
そ
の
技
術
を
ど
の
よ
う
に
保
証
し

て
い
く
の
か
。
保
証
と
し
て
の
役
割
を
、
例
え
ば
大
学
、
あ
る
い
は
外
部
の
公
的
研
究
機
関
に
求

め
る
こ
と
も
、
技
術
の
外
部
連
携
の
一
環
と
し
て
、
今
回
の
研
究
、
あ
る
い
は
今
日
の
お
話
で
見

え
て
き
た
点
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
外
部
連
携
と
し
て
、
ハ
ル
ナ
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
実

際
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
る
際
に
ど
の
よ
う
に
商
品
化
し
て
い
く
の
か
。
中
堅
企
業
で
す
か
ら
、
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す
で
に
顧
客
企
業
を
持
っ
て
い
る
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
顧
客
か
ら
次
の
商
品
、
あ
る
い
は
次
の

製
品
の
ニ
ー
ズ
を
汲
み
取
っ
て
こ
れ
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
商
品
化
、
製
品
化
の
ニ
ー
ズ
を
ど
の

よ
う
に
取
っ
て
く
る
の
か
と
い
う
形
の
外
部
連
携
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
ど
う
手
に
入
れ
る
の
か
。
特
に
、
元
橋
先
生
の
最
初
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た

と
お
り
、
中
小
企
業
の
多
く
は
Ｂ
to
Ｂ
企
業
で
す
か
ら
、
企
業
対
企
業
の
な
か
で
ど
う
い
う
ふ
う

に
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
る
の
か
と
い
う
話
に
な
っ
て
く
る
。

　

一
方
で
商
品
化
、
製
品
化
で
は
、
企
業
と
し
て
は
Ｂ
to
Ｃ
ま
で
持
っ
て
い
き
た
い
企
業
と
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
Ｂ
to
Ｂ
で
や
っ
て
い
き
た
い
企
業
が
あ
る
な
か
で
、
ど
う
顧
客
か
ら
ニ
ー
ズ
を

吸
い
上
げ
る
の
か
。
特
に
、
ハ
ル
ナ
ビ
バ
レ
ッ
ジ
で
す
と
、
顧
客
の
２
社
と
の
共
同
が
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
る
際
に
非
常
に
大
き
な
鍵
に
な
っ
た
。

　

谷
田
社
長
の
ア
イ
デ
ア
も
そ
う
で
す
。
実
は
中
堅
企
業
と
い
う
の
は
か
な
り
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

軽
い
。
す
べ
て
ト
ッ
プ
ご
自
身
で
意
思
決
定
を
さ
れ
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
速
い
。
こ
れ
は
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大
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
稟
議
制
度
を
使
っ
て
、
ど
う
し
て
も
意
思
決
定
が
遅
く
な
っ
て
い
く
の
と

違
い
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
、
中
堅
企
業
が
外
部
連
携
を
し
て
い
く
際
の
非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
、
鍵
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
今
日
の
お
話
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
中
小
企
業
か
ら
一
歩
抜
け
た
こ
の
中
堅
企
業
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
皆
様
方
が
、
ど
の
よ
う
な
意
思
決
定
を
行
い
、
ど
う
い
う
企
業
と
次
に
お
付
き
合
い
を
し
て
い

く
の
か
。
非
常
に
強
い
企
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
お
話
が
、
今
日
も
壇
上
か
ら
か
な
り

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
の
か
。

　

逆
に
言
う
と
、
一
般
企
業
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
、
中
堅
企
業
と
い
う
の
は
大
企
業
に
比
べ
る
と
、

は
る
か
に
し
や
す
い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
堅
企
業
と
大
企
業
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
の

か
と
い
う
の
も
、
今
後
の
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
中
堅
企
業
側
の
問
題
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
先
ほ
ど
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
大
企
業
の
な
か
な
か
で
き
な
か
っ
た
分
野
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
進
め
て
、
そ
こ
で
一
定
程
度
の
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シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
ニ
ッ
チ
市
場
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
て
い
く
と
き
に
、
こ
れ
ら
の
中

堅
企
業
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
が
、
中
堅
か
ら
大
企
業
と
い
う
次
の
成
長
の

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
と
き
に
は
、
課
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
今
日
の
お
話
を
聞
き

な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

元
橋　

今
日
は
「
中
堅
企
業
か
ら
見
た
生
き
た
事
例
」
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
18
社
に
対
し
て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

の
う
ち
、
私
自
身
も
２
社
に
は
同
行
し
た
の
で
す
が
、
や
は
り
直
に
経
営
者
の
方
か
ら
話
を
伺
う

こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
と
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ
最
終
の
ま
と
め
が
で
き
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
３
月
に
報

告
書
が
で
き
ま
す
。
今
日
の
お
話
も
参
考
に
し
て
、
研
究
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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就任、現在に至る。
この間、International Society for Molecular Electronics 
and Biocomputing 会長、日本化学会副会長、電気化学
会会長、文部科学省大学設置・学校法人審議会会長、文
部科学省中央教育審議会委員（大学分科会会長）、国立
大学協会会長、大学基準協会副会長、内閣府知的財産戦
略本部員などを歴任。

元橋　一之 （もとはし・かずゆき）

相澤　益男（あいざわ・ますお）

報告者等略歴紹介 （敬称略、2012 年 2 月 29 日現在）
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東洋大学経営学部専任講師
2004年 東京大学大学院経済学研究科修士課程修了。
2007年 同博士課程単位取得退学後、東洋大学に着任。
2008年 東京大学知的資産経営総括寄付講座特任講師を
兼務（～ 2011年）。現在に至る。21世紀政策研究所研
究委員。専門はベンチャー企業論、経営組織論。

ハルナグループ代表
1933年生まれ。1956年 早稲田大学文学部卒業。貿易
商社勤務を経て、1993年 オーストリアにて合弁会社設
立。1996年 ハルナビバレッジ㈱創業。1997年 ㈱ハル
ナビバレッジ研究所創業。2004年 ハルナエコロジー
㈱（現・HARUNA）創業。2005年 ハルナロジスティク
ス㈱創業。2007年 タニガワビバレッジ㈱創業。2008
年 ハルナヨーロッパＳＡ共同創業。2008年 ハルナイン
テリジェンスネットワーク㈱創業。2009 年 ハルナビバ
レッジファクトリー㈱創業。2011 年 ハルナビバレッ
ジファクトリー㈱、タニガワビバレッジ㈱合併。

中野　剛治（なかの・こうじ）

青木　清志（あおき・きよし）

㈱タニタ社長
1972年生まれ。1997年 佐賀大学理工学部卒業、㈱
ニュートン入社。1998年 ㈱船井総合研究所入社。
2001年 ㈱タニタ入社、2005年 タニタアメリカ INC 取
締役、2007年 ㈱タニタ取締役、2008 年同社社長に就任、
現在に至る。

谷田　千里（たにだ・せんり）
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01　

農
業
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
実
現
―
真
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
目
指
し
て
（
２
０
０
９
年
５
月
25
日
）

02　

地
球
温
暖
化
政
策
の
新
局
面
―
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
の
行
方
（
２
０
０
９
年
11
月
25
日
）

03　

国
際
金
融
危
機
後
の
中
国
経
済
―
２
０
１
０
年
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
巡
っ
て
（
２
０
０
９
年
12
月
14
日
）

04　

こ
れ
か
ら
の
働
き
方
や
雇
用
を
考
え
る
（
２
０
１
０
年
２
月
９
日
）

05　

わ
が
国
企
業
を
巡
る
国
際
租
税
制
度
の
現
状
と
今
後
（
２
０
１
０
年
２
月
10
日
）

06　

地
域
主
権
時
代
の
自
治
体
財
務
の
あ
り
方
―
公
的
セ
ク
タ
ー
の
資
金
生
産
性
の
向
上
（
２
０
１
０
年
３
月
２
日
）

07　

税
・
財
政
の
抜
本
的
改
革
に
向
け
て
（
２
０
１
０
年
７
月
９
日
）

08　

日
本
の
経
済
産
業
成
長
を
実
現
す
る
Ｉ
Ｔ
利
活
用
向
上
の
あ
り
方
（
２
０
１
０
年
11
月
10
日
）

09　

気
候
変
動
国
際
交
渉
と
25
％
削
減
の
影
響
（
２
０
１
０
年
11
月
17
日
）

10　

新
し
い
雇
用
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
―
競
争
力
と
安
定
：
企
業
と
働
く
人
の
共
生
を
目
指
し
て
（
２
０
１
０
年
12
月
10
日
）

11　

中
国
経
済
の
成
長
持
続
性
―
い
つ
頃
ま
で
、
ど
の
程
度
の
成
長
が
可
能
か
？
（
２
０
１
０
年
12
月
17
日
）

12　

国
際
租
税
制
度
の
世
界
的
動
向
と
日
本
企
業
を
取
り
巻
く
諸
課
題
（
２
０
１
１
年
１
月
17
日
）
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戸
別
所
得
補
償
制
度
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農
業
強
化
と
貿
易
自
由
化
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立
」
を
目
指
し
て
（
２
０
１
１
年
２
月
３
日
）

14　

新
し
い
社
会
保
障
の
理
念
―
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
に
向
け
て
（
２
０
１
１
年
２
月
14
日
）

15　

会
社
法
改
正
へ
の
提
言
―
ド
イ
ツ
実
地
調
査
を
踏
ま
え
て
（
２
０
１
１
年
２
月
21
日
）
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法
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の
提
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ツ
実
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調
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え
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２
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１
１
年
２
月
21
日
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16　

ア
ジ
ア
債
券
市
場
整
備
と
域
内
金
融
協
力
（
２
０
１
１
年
３
月
３
日
）

17　

地
域
主
権
時
代
の
地
方
議
会
の
あ
り
方
（
２
０
１
１
年
５
月
16
日
）

18　

い
ま
、
何
を
議
論
す
べ
き
な
の
か
？
～
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
温
暖
化
政
策
の
再
検
討
～
（
２
０
１
１
年
７
月
８
日
）

19　

自
治
体
の
経
営
の
自
立
と
「
地
域
金
融
主
義
」
の
確
立
に
向
け
て
（
２
０
１
１
年
７
月
27
日
）

20　

税
制
抜
本
改
革
と
地
方
税
・
財
政
の
あ
り
方
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
両
立
す
る
地
方
分
権
を
い
か
に
し
て
進
め
る
か
（
２
０
１
１
年
10
月
６
日
）

　

21　

変
貌
を
遂
げ
る
中
国
の
経
済
構
造
―
日
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に
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ら
れ
る
対
中
戦
略
の
あ
り
方
（
２
０
１
１
年
12
月
９
日
）

　

22　

政
権
交
代
時
代
の
政
治
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
２
０
１
１
年
12
月
14
日
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23　

会
社
法
制
の
あ
り
方
―
米
・
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の
実
地
調
査
を
踏
ま
え
て
（
２
０
１
２
年
２
月
７
日
）

　

24　

社
会
保
障
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て
（
２
０
１
２
年
２
月
23
日
）

　

25　

企
業
の
成
長
と
外
部
連
携
―
中
堅
企
業
か
ら
見
た
生
き
た
事
例
（
２
０
１
２
年
２
月
29
日
）

※
26　

日
本
の
通
商
戦
略
の
あ
り
方
を
考
え
る
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
力
と
し
て
（
２
０
１
２
年
3
月
21
日
開
催
） 

※
27　

日
本
の
農
業
再
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
と
農
業
改
革
（
２
０
１
２
年
4
月
10
日
開
催
）
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会
社
法
改
正
へ
の
提
言
│
│
ド
イ
ツ
実
地
調
査
を
踏
ま
え
て

会社法改正への
提言
──ドイツ実地調査を踏まえて




